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1

永
享
五
年
三
月
二
十
七
日
足
利
義
教
邸
歌
会

　
本
歌
会
の
詠
草
が
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
瑠
璃
壷
百
首
』
〈
8
2
・
3
4
V
に
合
綴
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
発
見
さ
れ
た
の
は
、
井
上
宗
雄

氏

（『
中
世
歌
壇
史
の
研
究
南
北
朝
期
』
〈
明
治
書
院
‖
昭
4
0
・
1
1
∨
）
で
あ
る
。
該
本
は
、
『
瑠
璃
壼
百
首
』
『
秋
日
陪
　
巌
島
明
神
宝
前
同
詠
三

十
三
首
和
歌
附
小
序
』
『
普
広
院
殿
初
度
御
会
和
歌
（
本
書
）
』
『
永
正
元
年
八
月
二
十
五
日
月
次
和
歌
御
会
』
『
享
禄
四
年
十
月
二
十
五
日
月

次
和
歌
御
会
』
『
摂
州
畑
天
満
宮
法
楽
微
掘
叶
一
年
』
『
詠
三
十
首
和
歌
　
永
正
九
年
月
日
（
道
堅
・
公
条
・
政
為
）
』
『
永
正
八
年
十
二
月
二
十

五
日
〔
歌
会
〕
』
『
詠
百
首
和
歌
（
尭
然
）
』
を
合
綴
。
出
詠
歌
人
は
兼
良
の
他
、
満
輔
・
持
基
・
義
教
・
公
冬
・
公
保
・
実
熈
・
実
量
・
雅

世
・
宗
継
・
兼
郷
・
定
親
・
実
雅
・
雅
永
・
為
之
・
雅
親
・
為
季
ら
で
あ
つ
た
。
題
者
は
雅
世
、
講
師
は
公
保
、
講
師
が
為
清
と
、
か
な

り
の
盛
儀
と
い
へ
よ
う
。
な
ほ
巻
末
に
、

　
　
右
一
巻
普
広
院
殿
義
教
公
初
度
御
会
和

　
　
歌
也
以
栄
雅
之
真
跡
書
写
之
尤
為
琢
書
欽

　
　
　
天
和
元
年
蝋
月

と
あ
る
が
、
こ
の
「
栄
雅
（
1
1
雅
親
）
之
真
跡
」
は
、
『
竹
柏
園
蔵
書
志
』
に
「
永
享
五
年
和
歌
会
詠
　
一
軸
　
左
相
府
書
閤
歌
会
の
詠
に

て
、
菅
原
為
清
の
序
、
兼
良
を
は
じ
め
人
々
の
詠
あ
り
。
奥
に
、
飛
鳥
井
雅
親
の
筆
な
る
よ
し
、
慶
安
三
年
、
古
筆
了
左
の
極
書
あ
り
」

（捌
～
蹴
頁
）
と
み
え
る
も
の
か
。
竹
柏
園
本
は
所
在
不
明
。

説

2
永
享
百
首

解　
　
　
本
百
首
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
井
上
宗
雄
氏
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究
室
町
前
期
』

卿　
　
ゐ
る
。
な
ほ
私
に
若
干
追
補
し
つ
つ
、
簡
単
に
述
べ
て
お
か
う
。

（風
間
書
房
1
1
昭
3
6
・
1
2
）
皿
～
田
頁
に
詳
述
さ
れ
て
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人
数
が
決
つ
た
時
は
、
正
確
に
は
分
ら
な
い
が
、
醍
醐
寺
座
主
満
済
は
題
を
永
享
五
年
九
月
二
十
一
日
に
う
け
と
つ
て
ゐ
る
（
『
満
済
准

后

日
記
』
）
の
で
、
そ
の
日
か
そ
れ
以
前
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
貞
成
親
王
（
伏
見
宮
、
道
欽
）
は
翌
二
十
二
日
に
こ
の
こ
と
を
知
つ
た
（
『
看

聞
御
記
』
）
。
同
日
条
に
、
人
数
四
十
一
名
が
見
え
る
。
今
、
部
類
し
て
示
す
と
、
次
の
や
う
に
な
る
。

　
　
〔
皇
族
〕
後
花
園
天
皇
・
後
小
松
院
・
道
欽
・
常
盤
井
宮
・
玉
河
宮

　
　
〔
公
卿
〕
九
条
満
輔
・
二
条
満
基
・
一
条
兼
良
・
足
利
義
教
・
三
条
公
冬
・
洞
院
満
季
（
浄
道
）
・
北
畠
大
納
言
入
道
（
未
詳
）
・
小
倉
公
種
（
性
脩
）
・

　
　
三
条
西
公
保
・
西
園
寺
公
名
・
洞
院
実
熈
・
三
条
実
量
・
法
性
寺
二
位
入
道
（
親
信
9
）
・
鷲
井
雅
世
・
松
木
宗
継
・
広
橋
兼
郷
・
正
親
町
三
条
実

　
　
雅
・
中
山
定
親
・
中
院
宰
相
中
将
入
道
（
未
詳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）

　
　
〔
殿
上
人
〕
飛
鳥
井
雅
永
・
冷
泉
為
之
・
細
川
持
之
・
飛
鳥
井
雅
親
・
法
性
寺
為
季
・
（
四
条
隆
直
）

　
　
〔
女
房
〕
三
条
実
冬
女

　
　
〔
法
親
王
・
僧
侶
・
門
跡
〕
永
助
法
親
王
・
道
朝
法
親
王
・
承
道
法
親
王
・
常
住
院
准
后
・
聖
護
院
准
后
・
三
宝
院
満
済
・
大
乗
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
大
僧
正
・
実
相
院
義
運
・
竹
中
僧
正
・
宝
池
院
大
僧
正
・
常
光
院
尭
孝

以
上
の

詠
草
が
現
存
し
て
ゐ
れ
ば
、
四
千
百
首
の
大
事
業
で
あ
つ
た
。

　
「
将
又
御
百
首
年
内
可
詠
進
」
（
『
看
聞
御
記
』
永
享
五
年
十
二
月
十
七
日
条
）
と
い
ふ
こ
と
で
あ
つ
た
が
、
後
小
松
院
の
不
予
・
崩
御
（
十
月

二
十
日
〈
『
後
小
松
院
崩
御
記
』
『
看
聞
御
記
』
『
満
済
准
后
日
記
』
等
〉
）
な
ど
の
理
由
で
遅
延
し
、
後
崇
光
院
が
高
檀
紙
二
十
枚
に
清
書
し
た

の

は
、
翌
六
年
四
月
四
日
で
あ
つ
た
。
披
露
は
同
月
十
九
日
だ
か
ら
、
兼
良
の
百
首
も
そ
の
頃
ま
で
に
完
成
し
て
ゐ
た
は
ず
で
あ
る
。
本

書
で
は
、
一
応
成
立
を
永
享
五
年
と
考
へ
た
。

　
伝
本
は
、
〈
五
人
本
系
統
V
と
〈
十
人
本
系
統
〉
に
大
別
さ
れ
る
。

　
　

工
　
五
人
本
系
統
1
1
後
花
園
院
百
首

　
①

内
閣
文
庫
蔵
本
〈
2
0
1
・
3
1
7
＞
　
江
戸
中
期
写
。



　
②
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
詠
百
首
和
歌
」
本
く
伏
・
4
5
∨
　
江
戸
中
期
写
。

　
③
神
宮
文
庫
蔵
本
く

3
・
6
9
6
∨
　
林
崎
文
庫
旧
蔵
。
村
井
古
巌
奉
納
本
。
江
戸
初
期
写
。

　
④
続
群
書
類
従
所
収
本

　
⑤
列
聖
全
集
本
（
御
製
集
四
）
後
花
園
院
百
首
の
み
。

　
　

皿
　
十
人
本
系
統
1
1
永
享
百
首

　
⑥

『
百
首
部

類
』
本
諸
所
に
蔵
さ
れ
る
。
本
書
で
は
、
国
会
図
書
館
蔵
三
冊
本
〈
2
0
2
・
7
4
＞
を
底
本
に
し
た
。

　
⑦
京
都
大
学
文
学
部

陳
列
館
古
文
書
室
蔵
本
く
仮
7
2
5
・
通
1
1
・
1
9
6
1
V
　
勧
修
寺
家
旧
蔵
。
江
戸
中
期
写
。

　
　
　
は
山
崎
桂
子
氏
の
調
査
に
よ
つ
た
。

　
な
ほ
、
『
国
書
総
目
録
』
は
工
の
伝
本
と
し
て
、

　
　
宮

内
庁
書
陵
部
蔵
「
後
花
園
院
御
百
首
部
類
」
本
く
5
0
6
・
7
2
V

を
掲
げ
る
が
、
こ
れ
は
、
後
花
園
院
の
諸
百
首
の
歌
題
集
成
で
あ
つ
て
、
別
本
で
あ
る
。

　
五
人
本
と
十
人
本
の
作
者
は
、
次
の
通
り
。

旦
讃
亙
公
冬
隆
旦
公
種
公
÷
名

未
見
。
本
書

説珊

後
花
　
貞
常

園
院
　
親
王

十五
人人
本本

○○

○○

○○

○○

○○

○×

○×

○×

○×

○×

　
　
　
本
書
で
は
、
広
本
に
あ
た
る
⑥
を
底
本
と
し
、

解

　
　
　
（
注
）
　
『
看
聞
御
記
』
に
は
見
え
な
い
。

工
の
諸
本
を
以
つ
て
校
合
し
た
。
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3

永
享
六
年
十
月
一
日
宋
雅
七
回
忌
品
経
歌

　
本
品
経
歌
は
、
『
釈
教
歌
詠
全
集
』
四
に
も
翻
刻
が
あ
る
。
底
本
に
し
た
の
は
、

　
　
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
品
経
和
歌
』
〈
5
0
1
・
8
1
6
＞
　
題
籏
霊
元
天
皇
震
筆
。
江
戸
初
期
写
。

こ
の
時
の
出
詠
歌
人
は
、
義
教
・
公
条
・
成
邦
王
・
周
元
・
浄
喜
・
性
脩
・
公
保
・
実
量
・
宗
継
・
言
兼
・
実
雅
・
定
親
・
寂
光
・
正
綱

・

持
之
・
雅
永
・
為
之
・
雅
親
・
前
阿
波
守
源
義
忠
・
性
具
・
尭
孝
・
義
運
・
満
意
・
尊
経
・
満
済
・
雅
世
・
重
賢
と
兼
良
の
二
十
八
人
で

あ
る
。
成
立
は
、
『
品
経
和
歌
』
の
識
語
に
よ
つ
て
、
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
永
享
六
年
十
月
一
日
中
納
言
入
道
宋
雅
七
回
忌
飛
鳥

　
　
井
中
納
言
雅
世
卿
勧
進
之

4

永
享
六
年
十
二
月
二
十
一
日
新
玉
津
島
社
法
楽
歌

　
本
法
楽
歌
に

つ
い

て
は
、
井
上
宗
雄
氏
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究
室
町
前
期
』
（
以
下
『
室
町
前
期
』
と
略
）
に
詳
述
さ
れ
て
ゐ
る
。

　
　
永
享
六
年
二
月
の
大
火
で
常
光
院
及
び
そ
の
境
内
の
新
玉
津
島
社
が
焼
け
、
十
一
月
廿
九
日
造
営
さ
れ
た
が
、
義
教
は
こ
れ
に
法
楽

　
　
歌
を
勧
進
し
た
。
（
中
略
）
淵
首
歌
で
、
公
武
僧
の
人
々
が
詠
進
、
十
二
月
廿
一
日
室
町
邸
で
披
講
さ
れ
た
。
そ
の
詠
草
は
残
つ
て
い

　
　
な

い

よ
う
で
あ
る
が
、
尭
孝
の
新
玉
津
島
社
法
楽
柑
首
歌
（
片
玉
集
2
3
に
両
篇
所
収
、
両
篇
の
内
何
れ
か
）
、
前
述
の
冷
泉
為
之
の
玉
津

　
　
島
宝
前
舟
首
和
歌
（
東
山
御
文
庫
蔵
）
な
ど
は
こ
の
時
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
（
m
頁
）

今
少

し
補
足
す
る
と
、
義
教
は
十
月
二
十
二
日
に
勧
進
を
決
意
、
後
崇
光
院
は
十
一
月
十
六
日
に
「
草
案
一
巻
」
を
完
成
さ
せ
、
二
十
二

日
に
雅
世
（
奉
行
？
）
に
わ
た
し
た
。
披
講
は
、
各
人
三
十
首
の
内
巻
頭
の
一
首
の
み
だ
つ
た
ら
し
く
、
そ
の
日
の
内
に
奉
納
さ
れ
た
。

人
数
は
、
持
基
・
実
雅
・
聖
護
院
義
観
・
実
相
院
・
宝
池
院
・
後
崇
光
院
（
‖
貞
成
）
・
満
済
ら
で
あ
つ
た
。



　
と
こ
ろ
で
、
『
新
続
古
今
集
』
に
は
、
こ
の
折
の
詠
草
と
思
し
き
も
の
が
八
首
見
え
る
。
そ
の
認
定
基
準
は
、
ω
左
大
臣
↑
義
教
）
勧

進
の
新
玉
津
島
社
三
十
首
で
あ
る
②
永
享
六
年
現
在
生
存
の
歌
人
、
の
二
点
で
あ
る
。
歌
人
と
所
在
は
以
下
の
通
り
。

　
　
公
保

1
1
春
上
・
田
、
尭
孝
1
1
春
下
・
瑚
、
兼
良
‖
夏
・
鰯
、
為
之
1
1
冬
・
脇
、
尭
孝
1
1
覇
旅
・
肥
、
実
雅
‖
恋
二
・
…
…
、
義
教
‖
恋

　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
り

　
　
二

．
囎
、
実
量
‖
恋
三
・
捌

　
底
本
に
し
た
兼
右
本
は
、
「
流
布
本
と
若
干
相
違
し
、
詞
書
や
本
文
に
、
流
布
本
の
誤
脱
・
誤
膠
を
補
訂
で
き
る
」
（
稲
田
利
徳
氏
「
『
新

続
古
今
集
』
の
第
一
次
奏
覧
本
に
つ
い
て
ー
精
撰
の
熱
意
1
」
〈
『
国
語
国
文
』
昭
4
6
・
1
0
∨
）
系
統
の
伝
本
で
あ
る
。

説141解

5

室
町
亭
行
幸
和
歌
（
永
享
九
年
＋
月
二
＋
二
日
）

　
永
享
九
年
十
月
二
十
一
日
、
後
花
園
天
皇
は
、
室
町
御
所
に
方
違
の
た
め
行
幸
さ
れ
た
。
こ
の
間
の
こ
と
は
、
『
室
町
殿
行
幸
記
』
『
永

享
九
年
十
月
二
十
一
日
行
幸
記
』
（
共
に
類
従
）
に
詳
し
く
、
『
看
聞
御
記
』
『
蔭
涼
軒
日
録
』
『
碧
山
日
録
』
『
異
本
長
者
補
任
』
『
武
家
年

代
記
』
『
如
是
院
年
代
記
』
『
南
方
紀
伝
』
『
後
鑑
』
等
に
記
事
が
見
え
る
。

　
二
十
二
日
、
観
舞
の
後
和
歌
御
会
が
あ
つ
た
。
人
数
は
、
持
基
・
兼
良
・
義
教
・
公
冬
・
信
宗
・
房
平
・
公
保
・
実
量
・
雅
世
・
宗

継
．
実
雅
・
定
親
．
雅
永
．
持
康
・
資
親
・
実
勝
・
資
任
・
雅
親
・
為
季
・
公
綱
。
二
十
三
日
も
観
舞
、
二
十
四
日
は
こ
れ
と
い
つ
た
こ

と
も
な
か
つ
た
。
二
十
五
日
、
昼
に
蹴
鞠
が
あ
り
、
夜
に
な
つ
て
三
船
御
会
が
あ
つ
た
。
三
船
に
わ
か
れ
た
顔
ぶ
れ
は
、

　
　
〔
和
歌
舟
〕
義
教
・
房
平
・
公
保
・
実
量
・
雅
世
・
実
雅
・
公
綱

　
　
〔
詩
　
舟
〕
持
基
・
兼
良
・
公
冬
・
房
嗣
・
時
房
・
持
通
・
為
清

　
　
〔
管
絃
舟
〕
実
熈
・
基
秀
・
宗
継
・
定
親
・
秀
保
・
隆
盛
・
実
郷
・
有
俊

と
い
つ
た
面
々
で
あ
る
。
兼
良
は
真
名
序
を
草
し
、
末
尾
に
一
首
を
加
へ
て
ゐ
る
。
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底
本
に

し
た
高
松
宮
本
（
写
真
版
に
ょ
る
）
は
、
以
上
の
二
会
の
詠
草
・
漢
詩
を
抄
し
た
も
の
。
他
に
、
宮
内
庁
書
陵
部
本
く
5
0
1
・

2
9
1
V
が
あ
る
。
こ
れ
に
、
漢
文
日
記
の
加
は
つ
た
も
の
が
、
『
室
町
殿
行
幸
記
』
で
あ
る
、
な
ほ
、
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
く
7
・
1
3
V

の

上
冊
奥
書
に
、

　
本
云
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兼
右

　
　
永
禄
八
年
八
月
廿
八
日
以
禁
裏
御
本
書
写
了
ト
部
　
判

　
　
天
正
十
六
年
二
月
吉
田
左
衛
門
督
本
令
書
写
加
校
合
者
也

と
見
え
る
「
禁
裏
御
本
」
は
、
正
本
か
と
思
は
れ
る
。

　

6
　
永
享
十
年
二
月
二
十
八
日
宮
中
歌
会
始

　
本
歌
会
に
つ
い
て
は
、
『
看
聞
御
記
』
『
薩
戒
記
』
『
管
見
記
』
『
続
史
愚
抄
』
等
に
記
事
が
見
え
る
。
底
本
は
、

　
　
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
禁
裏
御
会
和
歌
永
享
＋
年
』
〈
5
0
1
・
2
9
0
V
　
江
戸
初
期
写
。

な
ほ
底
本
に
は
、
本
歌
会
以
外
に
、
四
月
十
日
・
四
月
二
十
八
日
・
五
月
十
日
・
五
月
十
九
日
の
詠
草
が
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
兼
良

は

出
詠
し
て
ゐ
な
い
。

　
人
数
は

兼
良
の

他

に
、
持
基
・
義
教
・
公
冬
・
房
嗣
・
信
宗
・
房
平
・
公
保
・
公
名
・
実
量
・
持
道
・
雅
世
・
宗
継
・
実
雅
・
定
親
・

為
清
・
資
親
・
雅
永
・
持
康
・
実
勝
・
資
任
・
雅
親
・
為
季
・
公
綱
ら
。

　
7
　
『
新
続
古
今
集
』
所
収
歌

　
兼
良
は
、
『
新
続
古
今
集
』
に
九
首
入
集
し
て
ゐ
る
。
そ
の
内
七
首
は
『
永
享
百
首
』
（
↓
2
）
か
ら
、
　
一
首
は
永
享
六
年
新
玉
津
島

社
法
楽
歌

（
1
↓
4
）
か
ら
と
ら
れ
、
従
っ
て
、
出
典
未
詳
歌
は
一
首
の
み
で
あ
る
。
底
本
は
兼
右
本
（
4
参
照
）
。

　
な

ほ
、
『
新
続
古
今
集
』
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
吉
沢
義
則
氏
『
室
町
文
学
史
』
（
東
京
堂
1
1
昭
1
1
・
1
2
）
『
室
町
前
期
』
等
に
詳
述
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さ
れ
て
ゐ
る
。

　
兼
良

は
、
『
新
続
古
今
集
』
の
両
序
を
草
し
た
。
こ
れ
は
、
最
も
早
い
時
期
の
く
歌
論
∨
と
考
へ
ら
れ
る
。
従
来
流
布
本
の
本
文
を
以

て
論
じ
ら
れ
て
来
た
（
例
へ
ば
、
後
藤
重
郎
氏
「
新
続
古
今
集
序
に
関
す
る
一
考
察
」
〈
『
中
世
文
学
』
第
7
号
‖
昭
3
7
・
6
＞
）
が
、
稲
田
利
徳
氏

が
第
一
次
奏
覧
本
と
思
は
れ
る
天
理
図
書
館
蔵
伝
後
崇
光
院
筆
本
く
9
1
1
・
2
5
・
イ
ー
9
、
上
巻
の
み
∨
を
紹
介
さ
れ
（
前
掲
論
文
、

4
参
照
）
、
大
幅
な
異
同
の
あ
る
こ
と
を
報
告
さ
れ
た
。
稲
田
氏
も
部
分
的
に
翻
刻
さ
れ
た
が
、
両
序
す
べ
て
の
翻
刻
は
、
い
ま
だ
な
さ

れ
て
ゐ

な

い
。
そ
こ
で
、
こ
の
場
を
借
り
て
、
翻
刻
し
、
兼
右
本
・
国
歌
大
観
本
と
の
校
異
を
掲
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
厨
川
圏
天
理
本
（
右
参
照
）

　
　
　
　
　

閥
囚
圓
巴
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
吉
田
兼
右
筆
二
十
一
代
集
本
〈
5
1
0
・
1
3
＞
　
　
　
　
　
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　
　

旧
国
歌
大
観
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
流
）

〔真
名
序
〕

　
新
続
古
今
和
語
集
序

天
成
地
定
人
霊
之
文
斯
明
古
往
今
来
衆

製
之
体
屡
改
若
夫
長
歌
短
寄
之
異
曲
五
字

七
字
之
同
工
旋
頭
之
有
余
混
本
之
不
足
錐
以
似

　
　
　
　
　
　
一

分
於
歩
際
皆
莫
杯
発
諸
性
情
然
而
声
成
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

於
五
音
工
寄
旺
於
四
序
彼
句
数
之
有
合
実
物

理
之
自
然
是
以
出
雲
表
之
於
前
難
波
継
之
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
和

後
美
君
徳
則
有
富
緒
河
之
什
平
王
怒
則
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

浅
香
山
之
篇
或
歌
北
藤
於
殿
築
之
中
或
頒
L
ー
オ
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四

南
橘
於
氏
姓
之
始
蓋
三
十
一
字
之
昨
所
以
専
盛

而
永
伝
也

平
城
天
子
詔
侍
臣
撰
万
葉
以
来
集
更
二
十
祀

途
六
百
雲
箋
霞
輸
則
巻
圧
汗
牛
之
書
締

句
絵
章
則
光
奪
抵
鵠
之
玉
讐
猶
孫
陽
執

策
而
群
空
翼
北
部
匠
提
斤
而
材
尽
山
中
錐

然
言
泉
流
於
筆
端
酌
而
不
靖
思
風
発
於
胸

次
仰
則
弥
高
蹟
複
遺
芳
方
知
露
被
後
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

青
藍
寒
水
登
不
潤
色
前
修
古
日
人
麿
既
L
ー
ウ

没
和
歌
不
在
於
弦
乎
信
哉
斯
言
今
国
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

膚
中
興
之
運
同
上
古
之
風
時
有
所
尚
焉
群

莫
不
趨
者
無
貴
無
賎
要
免
摘
面
之
識
一
唱
一
和

思
継
廣
載
之
美
征
夷
大
将
軍
源
丞
相
稟
左

文
右
武
之
資
愁
南
征
北
伐
之
績
不
菅
服
肱
干

元
首
父
母
於
黎
民
又
能
回
筆
海
之
例
瀾
挙

　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
　
　
七

芸
苑
之
墜
緒
麦
奏
子
　
朝
言
吠
撰
集
者
文
思

之
標
識
而
今
不
作
者
已
久
　
寧
非
明
時
之
欠

典
乎
由
是
遂
択
禁
内
便
宜
之
殿
為
和
寄
編
L
2
オ

撰
之
所
延
喜
命
四
臣
於
芸
閣
天
暦
置
五
人
於
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梨
壼
又
元
久
於
鳥
羽
離
宮
文
永
於
亀
山
仙
洞

八
己
若

合

符

契

皆
是
叶
嘉
躍
昌
不
資
準
的
耶
仰
詔
権
中
納
言

ぐ
　
　
く
　
　
ゴ
　
　
　
ミ
　
　
ミ

　
　
九

藤
原
朝
臣
雅
世
専
掌
其
事
論
思
献
納
夙
夜
在

公
出
入
古
今
取
捨
美
悪
縦
錐
非
青
天
之
窺
管

果
得
無
槍
海
之
遺
珠
凡
歴
六
年
甫
就
一
集
春

夏
秋
冬
之
変
風
雲
草
木
之
興
可
以
怨
可
以
群

可
以
美
可
以
刺
藻
麗
者
粛
散
者
厳
密
者
紆

余
者
推
而
広
之
不
可
詳
悉
上
握
三
代
之
余
風
下

L
2
ウ

十
胎
姶
千
載
之
偉
観
故
名
日
新
続
古
今
和
語
集

者
也
永
享
戊
午
八
月
下
溝
謹
序
L
3
オ
L
3
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和

　屑
圏
O
不
　
　
不
（
兼
流
）
⇔
合
ー
合
（
兼
）
⇔
平
ー
和
（
兼
流
）

　
　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
ζ

　
　
　
　
　
　
　
已
若
合
符
契

　

夫

（兼

流
）
㈹
皆
是
叶
嘉
燭
i
已
若
合
符
契
（
兼
流
）
㈹
朝
臣
ー
×

　
　
　
　
　
　
　
＜
　
　
＜
　
　
～
、
　
ぐ
　
　
ζ

〔仮
名
序
〕

あ
め
な
り
つ
ち
さ
た
ま
り
て
人
の
こ
と
わ
さ

は

し
め
て
お
こ
り
い
に
し
へ
ゆ
き
い
ま
き
た

り
て
国
の
あ
そ
ひ
た
え
さ
る
中
に
や
ま
と

嵜
は

八
雲
い

つ
も
の
そ
の
か
み
三
そ
文
字
ひ
と

も
し
を
む
す
ひ
そ
め
し
よ
り
こ
の
か
た
世
を
ほ

㈲
作－
作
（
兼
流
）
㈲
麿
－
丸

　
O
　
　
　
胎

（兼
）
㈹
姶
－
胎
（
兼
流
）

　
　
　
ζ

（流
）
内
尚
ー
而
（
流
）
θ
夫
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O



ヱ46

　
　
　
　
　
　
　
一

め

民
を
な

て
色
に

ふ
け
り
心
を
の
ふ
る
な
か
た
ち

と
し
て
こ
の
さ
か
ひ
に
む
ま
れ
と
む
ま
れ
わ
か
国
に

来
り
と
き
た
れ
る
人
た
か
き
も
賎
も
さ
か
し
き
も

を
う
か
な
る
も
ひ
ろ
く
ま
な
ひ
あ
ま
ね
く
も
て
あ
そ
L
4
オ

は

す

と
い
ふ
事
な
し
か
s
り
け
れ
は
な
ら
の
葉
の
名
に

二ほ
ふ
御
門
の
万
葉
集
を
は
し
め
と
し
て
永
徳
の

か

し
こ
か
り
し
御
世
に
い
た
る
ま
て
お
ほ
や
け
こ
と
に

な
す
ら
へ
て
ゑ
ら
ひ
あ
つ
め
ら
る
る
あ
と
廿
あ
ま
り

ひ

と
た
ひ
に
な
ん
な
れ
り
け
る
こ
の
ほ
か
う
ら
く
に

か

き
を
く
も
し
ほ
草
は
千
箱
の
か
す
よ
り
も

お
ほ

く
家
く
に
つ
も
れ
る
こ
と
の
葉
は
五
の
車
に

の
す
と
も
た
う
ま
し
し
か
は
あ
れ
と
心
の
い
つ
み

く
め
は
い
よ
く
わ
き
こ
と
葉
の
林
き
れ
は
ま
す
く
L
4
ウ

し
け
し
花
よ
り
も
紅
に
藍
よ
り
も
青
き
物
は

こ
の
亭
の
み
ち
に
な
む
あ
り
け
る
こ
s
に
神
の

さ
つ
け
し
国
を
ま
も
り
世
を
う
け
た
も
つ
位
に

そ

な
は
り
て
あ
め
か
し
た
あ
ま
ね
き
お
ほ
ん
う
つ

く
し
み
は
野
な
る
草
木
の
陰
よ
り
も
し
け
く

雲
の

う
へ
あ
き
ら
け
き
ま
つ
り
こ
と
は
空
ゆ
く
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月
日
の
光
も
ひ
と
つ
に
て
も
ろ
こ
し
の
三
の

す
へ
ら
き
五
の
御
門
の
み
ち
を
お
こ
し
ぬ
れ
は
わ
か

八
嶋
四
の
海
の
外
ま
て
も
な
ひ
き
よ
ろ
こ
は
す
と
L
5
オ

い

ふ
事
な

し
し
か
の
み
な
ら
す
左
の
お
ほ
い
ま
う
ち
君

源
朝
臣
ゑ
ひ
す
を
た
い
ら
く
る
い
く
さ
の
君
の
つ
か
さ
を

か
ね

て
あ
つ
さ
弓
や
な
き
の
い
と
な
み
し
け
き
は
か

り
こ
と
を
幌
の
う
ち
に
め
く
ら
し
あ
た
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

千
里
の

外
に

し
り
そ
く
る
み
ち
ま
て
す
へ
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

こ
な
は
れ
し
か
は
立
田
山
の
し
ら
浪
こ
ゑ
し
つ
か
に
し
て

夜
半
の
関
の
戸
さ
す
事
を
わ
す
れ
春
日
野
の

飛
火
影
た

え

て
雪

ま
の
わ
か
な
つ
む
に
さ
ま
た
け

な

し
か
る
か
ゆ
へ
に
四
方
の
海
山
は
こ
れ
我
家
な
り
L
5
ウ

し
き
し
ま
の
道
ひ
ろ
き
時
を
し
ら
し
め
ん
と
お
も
ひ

千
s
の
春
秋
は
こ
れ
わ
か
世
な
り
あ
し
は
ら
の
こ
と
の
葉

な

か

く
つ
た
は
ら
ん
こ
と
を
ね
か
ふ
こ
れ
に
よ
り
て
延
喜
に

芸
閣
の

風
か

う
は
し
く
天
暦
に
梨
壼
の
か
け

さ
か
へ
し
む
か
し
を
し
た
ふ
の
み
な
ら
す
元
久
に
鳥
羽

の

あ
と
か
さ
な
り
文
永
に
亀
山
の
よ
は
ひ
ひ
さ
し
き

た

め

し
を
お
ほ
し
め
し
て
権
中
納
言
藤
原
朝
臣
雅
世
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に

仰
て
和
寄
の

浦
の

浪
の

よ
る
へ
に
は
大
内
山
の

松
の

陰
を
し
め
つ
s
富
緒
川
の
す
み
に
こ
れ
る
を
L
6
オ

わ

か

ち
み
し
ま
江
の
あ
し
よ
し
を
え
ら
ひ
と
s
の
へ
し

む
お
ほ
よ
そ
一
人
に
勅
す
る
事
い
そ
の
上
ふ
る
き

あ
と
を
た
つ
ぬ
る
に
み
な
時
に
の
ぞ
み
て
そ
の
う
つ
は

も
の
を
え
ら
ふ
と
い
へ
と
も
代
s
に
つ
た
へ
て
そ
の
家
を

さ
た
む
る
事
な
し
い
は
ゆ
る
後
拾
遺
金
葉
詞
華

千
載
こ
れ
な
り
し
か
る
に
前
中
納
言
定
家
卿
は
し
め
て

た

ら
ち
ね
の
あ
と
を
つ
き
て
新
勅
撰
を
し
る
し

た

て

ま
つ
り
前
大
納
言
為
家
卿
又
三
代
に
つ
た
へ
て

続
後
撰
を
え

ら
ひ
つ
か
う
ま
つ
り
し
よ
り
こ
の
か
た
L
6
ウ

三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
　
　
　
　
　
　
五

噛
し
か
き
の
ま
ち
か
き
世
に
い
た
る
ま
て
味
ち
河
の
ひ
と
つ
の
な
か
れ
に
あ
ひ
う
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ζ

六や

ま
と
み
こ
と
の
さ
か
ひ
に
は
か
た
を
な
ら
ふ
る
と
も
か
ら

ヘ

　
　
ヘ
　
　

シ
　
　
ヘ

　
　
ヘ

　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
ヘ
　
　
へ
　
　

て
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
ヘ
　
　

ヘ
　
　
へ

　
（
？
）
な
き
也
出
雲
八
重
培
の
う
ち
に
は
ひ
と
り
あ
ゆ
む
思
ひ

ヘ
　
　

ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

を
な

せ
り
そ
れ
は
を
の
つ
か
ら
）
家
の
風
こ
ゑ
た
え
す
ふ
き
つ
た

、
　
　

、
　
　
、
　
　

、
　
　
、

　
　
、

　
　

、
　
　
、

　
　
、

　
　
、

　
　
、
　
　

、

へ

て
）
こ
と
葉
の
花
に
ほ
ひ
の
こ
れ
り
し
か
は
こ
れ
を

を

き
て
外
に
も
と
め
さ
り
け
ら
し
そ
も
く
参
議

雅
経
卿
は

新
古
今
五
人
の
ゑ
ら
ひ
に
く
は
s
れ
る
う
へ
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こ
の
み
ち
に
た
つ
さ
ひ
て
も
す
て
に
七
代
に
す
き
そ
の

心
を

さ
と
れ
る
事
も
又
一
す
ち
な
ら
さ
る
に
よ
り
L
7
オ

こ
と
さ
ら
に
御
こ
と
の
り
す
る
む
ね
は
ま
こ
と
に
時
い
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

こ

と
は
り
か
な
へ
る
事
な
る
へ
し
お
ほ
よ
そ
か
く
て
）
六
と
せ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
か
さ
ね

春
秋
を
お

く
り
む
か
へ
て
九
重
の
朝
夕
に
い
て
入
つ
s

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ

な

き
さ
に
よ
す
る
し
ら
玉
は
ひ
ろ
ひ
の
こ
せ
る
う
ら

み
も
な
く
浪
に
あ
ら
ふ
に
し
き
は
た
ち
あ
ま
せ
る

そ

し
り
あ
ら
し
と
心
の
を
よ
ふ
と
こ
ろ
遠
く
も
と
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

ひ

ろ
く
あ
つ
む
と
い
へ
と
も
な
に
は
江
の
玉
か
し
わ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

に

う
つ
も
れ
あ
ふ
さ
か
山
の
い
は
し
水
木
か
く
れ
は

つ

る
な
ら
ひ
ふ
る
く
も
な
き
に
あ
ら
さ
れ
は
い
ま
も
又
L
7
ウ

し
ら
さ
る
所
な
れ
と
を
し
て
と
り
え
ら
へ
る
吾
二
千
s

あ
ま
り
は
た
ま
き
名
つ
け
て
新
続
古
今
和
歌
集

と
い
へ
り
花
を
た
つ
ね
時
鳥
を
ま
ち
紅
葉
を
か
さ
し

雪
を
な

か
む

る
よ
り
は
し
め
て
君
の
御
代
を
い
の
り

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

仏
の

御
法
を
た
う
と
み
み
や
こ
の
さ
か
ゐ
に
別
を

　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ζ

お
し
み
磯
の
う
き
ね
に
夢
を
し
の
ひ
ま
た
め
に

十
　
　
　
　
　
　
　
＋
一
〔

み
え
ぬ
人
を
こ
ひ
心
に
あ
ま
る
お
も
ひ
を
い
ひ
ま
つ

ゆ
ふ
く
れ
の
風
も
身
に
し
み
わ
た
り
か
へ
る
あ
し
た
の
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露

さ
へ
袖
に
と
s
ま
ら
す
）
あ
る
は
あ
た
な
る
世
を
L
8
オ

　
　
士
一
「

さ
と
り
と
を
き
む
か
し
を
お
も
ひ
）
す
へ
て
よ
う
つ
の

草
木
と
り
け
た
物
に
よ
せ
て
も
そ
の
心
さ
し
を
の
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋
三

す
と
い
ふ
こ
と
な
し
し
か
の
み
な
ら
す
伊
勢
石
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茜

水
の

ふ
か

き
め
く
み
を
た
の
み
賀
茂
春
日
山
の

た

か

き
ち
か
ひ
を
あ
ふ
く
に
い
た
る
ま
て
み
な
時
に

し
た
か
ひ
お
り
に
ふ
れ
た
る
な
さ
け
な
る
へ
し

時
に
永
享
十
年
八
月
廿
三
日
に
な
む
し
る
し

をお
は
り
ぬ
る
こ
の
集
か
く
こ
の
た
ひ
え
ら
ひ
を
か
れ

と　
　
　
　
　
主
代

ぬ
れ
は
河
竹
の
世
く
の
露
霜
を
か
さ
ね
て
も
」
8
ウ

　
　
　
　
　
　
く

そ

の

色
か
は

ら
す
浜
千
鳥
の
浪
の
た
ち
ゐ

に

さ
は
き
て
も
そ
の
あ
と
ひ
さ
し
く
と
s
ま
れ

ら
は
あ
さ
か
山
の
お
く
に
入
た
s
む
人
は
ふ
か
き

み

ち
の
し
る
へ
と
よ
ろ
こ
ひ
玉
津
嶋
の
ち
り
に

ま
し
は
れ
る
神
は
み
か
け
る
ひ
か
り
を
そ
へ

さ
ら
め
か
も
L
9
オ

　閨
O
ふ
け
り
　
　
ふ
け
（
兼
）
⇔
ほ
ふ
ー
お
ふ
（
流
）
⇔
あ
し
か
き
の
ま
ー
あ
し
か
き
の
ま
（
兼
流
）
⇔
ふ
ち
河
の
ー
ふ
ち
河
の
（
兼
流
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　

⇔
のー
×
（
兼
流
）
内
や
ま
と
…
の
つ
か
ら
）
ー
×
（
兼
流
）
㊤
こ
ゑ
た
え
す
ふ
き
つ
た
へ
て
）
ー
こ
ゑ
た
え
す
（
兼
流
）
㈹
お
ほ
よ
そ
か
く

　
　
ζ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、



て
）
－
お
ほ
よ
そ

き
…
お
も
ひ
）

（兼
流
）

ー
×

　
か
さ
ね

㈹
重ー
か
さ
ね
（
兼
流
）
㈹
み
え
ぬ
ー
み
え
ぬ

　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

（兼

流
）
⇔
伊
勢
1
×
（
兼
流
）
⇔
賀
茂
1
×

　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

（兼

流
）
㊤
心
に
…
と
s
ま
ら
す
）
1
×
（
兼
流
）
㊥
と
を

　
　
　
　
代

（兼
流
）
⇔
世
－
代
（
兼
流
）

　
　
　
　
く

説ヱ51解

8

前
摂
政
家
歌
合
出
詠
歌

本
歌
合
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
『
室
町
前
期
』
に
詳
し
い
の
で
、
省
略
に
従
ふ
。

　
『
国
書
総
目
録
』
は
、
以
下
の
伝
本
を
掲
げ
る
。

①
国
会
図
書
館
蔵
本
〈
わ

9
1
1
・
1
8
・
6
＞

②
宮

内
庁
書
陵
部
蔵
『
歌
合
三
一
種
』
〈
5
0
1
・
7
4
＞
所
収
本

③
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本

④
宮
城
県
立
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
本

⑤
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
永
青
文
庫
蔵
本
〈
1
0
7
・
3
6
・
5
、
7
＞

⑥

島
原
公
民
館
松
平
文
庫
蔵
本
く
1
3
9
・
4
∨

⑦
水
府
明
徳
会
彰
考
館
蔵
本

⑧
続
群
書
類
従
所
収
本

こ

の

他
に
も
、

⑨
河
野
信
一
記
念
文
化
館
蔵
本
〈
3
5
6
・
9
6
7
＞

⑩

同
『
歌
合
集
』
〈
1
2
3
・
9
5
6
∨
所
収
本

⑬

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図
書
館
黒
川
文
庫
蔵
『
歌
合
類
聚
』
〈
G
6
9
＞
所
収
本
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⑫
宮

内
庁
書
陵
部
蔵
伝
貞
成
親
王
筆
断
簡
〈
5
0
9
・
8
3
＞

等
が

あ
る
。
筆
者
は
、
必
ず
し
も
す
べ
て
の
伝
本
の
本
文
を
精
査
し
て
ゐ
る
訳
で
は
な
い
が
、
流
布
本
た
る
⑧
と
、
大
異
な
い
や
う
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
⑧
を
底
本
と
し
、
室
町
末
期
写
の
⑨
、
〈
歌
合
集
〉
系
統
の
⑩
を
以
つ
て
校
合
し
た
。
た
だ
し
、
⑫
は
、
四
三
番
初
夏
左

雅
永
歌
の
下
句
か
ら
判
詞
二
十
行
分
の
断
簡
で
あ
る
も
の
の
、
貞
成
親
王
筆
と
思
は
れ
、
注
目
す
べ
き
本
文
と
い
へ
る
。
『
看
聞
御
記
』

に

よ
る
と
、
貞
成
親
王
は
、
し
ば
し
ば
禁
裏
本
を
書
写
し
て
ゐ
る
の
で
、
そ
の
か
た
は
れ
か
も
し
れ
な
い
。

　
次

に
、
出
詠
者
を
掲
げ
る
。
但
し
、
未
詳
の
人
物
も
ま
ま
あ
る
の
で
、
⑧
の
作
者
付
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
。

　
　
〔
左
方
〕
女
房
繭
摂
（
1
1
兼
良
）
・
左
近
衛
中
将
教
房
卿
・
入
道
正
二
位
為
盛
卿
’
右
衛
門
督
雅
永
卿
・
中
納
言
局
・
沙
弥
常
秀
蜘
訓
翻
波
・

　
　
侍
従
藤
原
為
季
朝
臣
・
入
空
龍
擁
詩
・
前
和
泉
守
藤
原
経
清
・
散
位
源
持
房
歌
雌
齢
・
散
位
和
気
茂
成
朝
臣
・
大
蔵
卿
祝
部
成
前
宿
禰
・

　
　
施
薬
院
使
丹
波
盛
長
朝
臣
・
左
大
史
小
槻
時
繁

　
　
〔
右
方
〕
権
大
納
言
資
広
卿
・
近
衛
局
・
大
僧
都
良
清
娠
随
・
左
近
中
将
藤
原
持
和
朝
臣
・
法
印
尭
孝
・
小
宰
相
・
正
徹
・
散
位
源
持

　
　
純
縮
馴
輌
・
権
少
僧
都
宗
我
醐
光
・
従
三
位
仲
方
卿
・
権
大
僧
都
実
政
・
前
下
総
守
平
氏
数
・
前
伊
与
守
藤
原
定
衡
・
左
近
府
生
秦
兼
任

　
本
歌
合
の
正
徹
の
歌
風
に
つ
い
て
、
初
め
て
指
摘
さ
れ
た
の
は
島
津
忠
夫
氏
（
「
冷
泉
歌
風
の
ゆ
く
へ
」
〈
『
国
語
国
文
』
昭
2
8
・
6
＞
）
で

あ
り
、
ま
た
小
垣
貞
夫
氏
（
「
正
徹
の
妖
艶
美
に
つ
い
て
の
覚
書
ー
『
前
摂
政
家
歌
合
』
か
ら
ー
」
〈
『
古
典
遺
産
』
第
2
9
号
1
1
昭
5
3
・
1
0
V
）
も

論
じ
ら
れ
た
。
室
町
和
歌
史
研
究
の
う
へ
で
、
重
要
な
資
料
の
一
と
い
へ
よ
う
。

9

文
安
五
年
六
月
十
八
日
五
十
首
外
様
御
歌
始

　
文
安
期
の
歌
壇
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

と
な
ら
う
。

井
上
氏
が
紹
介
さ
れ
た
（
『
室
町
前
期
』
鵬
頁
）
『
親
長
卿
記
』
の
記
事
が
、
や
は
り
第
一
の
資
料
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旧
院
御
代
、
内
外
之
人
々
相
交
、
初
百
首
御
月
次
、
後
室
町
殿
加
人
数
給
時
、
被
分
内
外
、
各
五
十
首
御
月
次
也
、
十
八
日
廿
五
日

　
　
也

（『
同
記
』
文
明
十
三
年
正
月
七
日
条
）

事
実
、
こ
の
歌
会
か
ら
、
内
々
（
1
1
帝
の
側
近
）
と
外
様
↑
そ
の
他
の
廷
臣
）
と
に
分
か
れ
、
外
様
は
十
八
日
、
内
々
は
二
十
二
日
（
宝
徳

以
後
二
十
五
日
）
に
月
次
歌
会
が
催
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
数
は
、
多
少
の
出
入
り
は
あ
る
が
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
〔
内
々
〕
正
親
町
持
季
・
同
公
澄
・
庭
田
長
賢
・
同
雅
行
・
万
里
小
路
冬
房
・
山
科
顕
言
・
甘
露
寺
親
長
・
四
辻
季
春
・
小
倉
実
右
・
滋
野
井
教
国
・
広

　
　
橋
綱
光
・
五
辻
政
仲
、
他

　
　
〔
外
様
〕
貞
常
親
王
・
承
道
法
親
王
・
義
運
・
満
意
・
尭
孝
二
条
兼
良
・
同
教
房
・
二
条
持
通
・
足
利
義
成
（
↓
義
政
）
・
松
木
宗
継
・
正
親

　
　
町
三
条
実
量
・
三
条
西
公
保
・
三
条
実
雅
・
日
野
勝
光
・
鳥
丸
資
任
・
三
条
公
綱
・
飛
鳥
井
祐
雅
（
↑
雅
世
）
・
同
浄
空
（
↑
雅
永
）
・
同
雅
親
・
上
冷
泉

　
　
為
官
田
゜
下
冷
泉
持
為
　
（
↑
持
和
）
、
　
他

一
見
明
ら
か
な
や
う
に
、
「
外
様
」
に
所
謂
歌
道
家
の
人
々
が
集
中
し
て
ゐ
る
の
は
、
注
意
を
要
し
よ
う
。

　
こ

の
歌
会
に

は
、
右
に
掲
げ
た
外
様
歌
人
の
内
、
大
半
が
出
詠
し
て
ゐ
る
。
な
ほ
底
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
公
宴
続
歌
』
第
二
冊
）
の
末

尾
に
、

　
　
　
文
安
五
年
六
月
十
八
日
　
五
十
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
様
御
寄
始

　
　
　
　
新
衆

　
　
室
町
殿
　
関
白
　
二
条
右
大
臣

　
　
　
一
条
殿
大
納
言
　
聖
護
院
　
実
相
院

　
　
　
　
　
三
宝
院
　
（
傍
線
引
用
者
）

と
あ
る
の
で
、
兼
良
が
初
参
で
あ
つ
た
こ
と
が
分
る
。
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10
　
文
安
六
年
七
月
二
十
二
日
禁
裏
月
次
歌
会

　
こ
れ
も
「
外
様
歌
会
」
の
一
。
兼
良
の
他
に
、
貞
常
親
王
・
持
通
・
実
雅
・
祐
雅
・
実
量
・
後
崇
光
院
・
義
成
・
承
道
・
教
房
・
公

保
・
満
意
・
持
為
・
義
運
・
為
富
・
勝
光
・
雅
永
・
宗
継
・
資
任
・
公
綱
・
伊
勢
貞
国
・
勧
修
寺
教
秀
・
雅
成
ら
で
あ
る
。

11

　
宝
徳
元
年
十
一
月
十
八
日
禁
裏
月
次
歌
会

　
以
下
、
宝
徳
か
ら
享
徳
期
に
か
け
て
の
禁
裏
月
次
歌
会
の
人
数
は
、
ほ
ぼ
固
定
し
て
ゐ
る
の
で
、
一
一
記
す
こ
と
を
省
略
し
、
本
項
に

一
括
し
て
掲
げ
て
置
く
。
兼
良
以
外
は
、

　
　
祐

雅
・
義
成
・
教
房
・
承
道
・
満
意
・
持
道
・
義
運
・
公
保
・
浄
空
・
実
量
・
宗
継
・
持
為
・
実
雅
・
雅
親
・
資
任
・
公
綱
・
為

　
　
富
・
尭
孝
・
勝
光

　
底
本
と
し
た
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
宝
徳
和
歌
集
』
は
、
井
上
氏
が
『
室
町
前
期
』
の
中
で
「
当
時
の
写
本
ら
し
い
が
、
内
容
は
錯
雑

し
」
（
珊
頁
）
と
述
べ
ら
れ
た
の
が
、
恐
ら
く
最
初
で
あ
ら
う
。
そ
の
後
、
稲
田
利
徳
氏
が
言
及
さ
れ
た
（
『
国
文
学
臨
時
増
刊
号
編
年
体
日
本
古
典

文
学
史
』
〈
昭
5
2
・
2
＞
珊
頁
）
程
度
で
、
そ
の
和
歌
史
に
お
け
る
意
義
は
、
た
ち
い
つ
て
検
討
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
書
誌
の
み
報
告
す
る
。

　
　
峡
入
。
袋
綴
装
一
冊
。
2
6
×
2
0
・
3
㎝
。
題
籏
に
「
宝
徳
和
歌
集
　
古
写
本
」
と
あ
る
。
墨
付
7
1
丁
。
室
町
中
末
期
写
。

内
容
は
宝
徳
期
の
歌
会
詠
草
集
成
で
あ
る
が
、
か
く
の
如
き
冊
子
本
が
一
部
と
し
て
伝
存
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
し
よ
う
。

12
・

13
・

14
・

15
・

16
・

17
・

18
・

19
・

20
・

21
・

22
↓
1
1

23
　
百
番
歌
合
出
詠
歌

本
歌
合
の
伝
本
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
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①
宮
内
庁
書
類
部
蔵
『
十
首
歌
合
』
本

　
②
同
『
歌
合
部
類
一
三
種
』
第
十
六
冊
本
〈
5
0
1
・
7
4
＞

　
③
同
伝
日
野
内
光
筆
本
〈
日
・
4
＞

　
④
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵

『
歌
合
類
纂
』
所
収
本

　
⑤
群
書
類
従
所
収
本

こ
の
内
、
書
写
時
期
・
伝
来
等
か
ら
見
て
最
も
注
目
す
べ
き
は
③
で
あ
ら
う
。
書
誌
は
、
巻
子
本
一
軸
。
天
地
2
7
・
3
㎝
。
表
紙
は
金

欄
、
茶
地
に
桐
。
外
題
・
内
題
と
も
に
な
し
。
料
紙
は
鳥
の
子
。

　
奥
書
は
、

　
　
此
一
冊
雅
永
卿
磁
喘
酪
酷
以
自
筆

　
　
高
本
校
合
之
令
添
削
早
尤
可
為

　
　
謹
本

　
　
　
明
応
九
年
三
月
廿
一
日

と
あ
る
。
明
応
九
年
に
飛
鳥
井
雅
永
筆
本
を
以
つ
て
校
合
し
た
由
は
分
る
が
、
書
写
時
期
も
明
応
九
年
か
ど
う
か
は
分
ら
な
い
。
事
実
こ

の

奥
書
に
続
い
て
、
「
聖
護
院
満
意
僧
正
」
と
あ
る
小
紙
片
を
押
す
が
、
満
意
は
明
応
九
年
以
前
に
没
し
て
ゐ
る
の
で
、

衝
冒
黍

一葉
園

一
く

明
応
9
°
3
°
2
1
∨

と
い
ふ
系
譜
に
な
ら
う
。
ま
た
、

　
　
　
　
（
校
合
・
添
削
）

書
陵
部
の
目
録
・
カ
ー
ド
で
は
べ

筆
者
に
日
野
内
光
を
擬
す
が
、
さ
う
す
る
と
、
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，
川
、

へ書
写
）

一葉
黍
丁

（校
合
・
添
削
）

↓
團
内
光
書
写
本

　
　
〈
明
応
9
・
3
・
2
1
＞

と
考
へ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
内
光
は
時
に
十
二
歳
、
筆
者
に
擬
す
る
に
は
や
や
た
め
ら
ひ
が
残
る
。

　

こ
の
や
う
に
、
書
写
年
時
・
筆
者
等
に
問
題
が
あ
る
も
の
の
、
室
町
中
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
の
古
写
本
で
あ
る
こ
と
は
疑
ひ
な
く
、

満
意
に

し
て
も
雅
永
に
し
て
も
、
出
詠
歌
人
の
一
人
で
あ
る
か
ら
、
〈
証
本
∨
と
称
し
う
る
だ
ら
う
。

　
次
に
出
詠
歌
人
を
見
る
と
、

　
　
〔
左
方
〕
貞
常
親
王
・
満
意
・
義
運
・
持
通
・
権
大
納
言
（
松
木
宗
継
？
義
成
？
）
・
実
相
・
祐
雅
（
判
者
も
兼
ぬ
）
・
資
任
・
雅
親
・
雅

　
　
康

　
　
〔
右
方
〕
兼
良
・
公
保
・
実
量
・
雅
永
・
持
為
・
勝
光
・
為
富
・
増
運
・
義
観
・
尭
孝

ら
で
あ
つ
た
。

　
な
ほ
、
本
歌
合
の
く
場
V
に
つ
い
て
、
『
国
朝
書
目
』
は
将
軍
家
と
し
、
『
史
料
綜
覧
』
は
禁
裏
と
す
る
が
、
未
だ
確
定
を
出
来
ず
に
ゐ

る
。　

為
・

25

・
2
6
・
2
7
・
2
8
・
2
9
・
3
0
ー
↓
1
1

　
31
　
雅
世
哀
傷
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
兼
良
の

前
半
生
に

於

る
最
大
の
（
そ
し
て
結
局
は
唯
一
の
と
な
つ
た
）
宿
敵
祐
雅
（
飛
鳥
井
雅
世
）
は
、
宝
徳
四
年
二
月
一
日
莞
じ
、
大
納

言
を
追
贈
さ
れ
た
（
『
大
乗
院
日
記
目
録
』
『
諸
家
伝
』
『
飛
鳥
井
雅
望
諸
事
蹟
』
）
。
兼
良
が
祐
雅
の
息
雅
親
に
贈
つ
た
哀
傷
歌
が
、
雅
親
の
家
集



『
亜
椀
集
』
（
1
1
私
家
集
大
成
雅
親
皿
）
に
見
え
る
。
成
立
時
は
判
然
と
し
な
い
が
、

歌
は
、
他
に
一
例
（
4
6
）
あ
る
だ
け
で
、
比
較
的
稀
少
で
あ
る
。

没
後
そ

れ
程
遠
く
な
い
時
の
作
と
考
へ
る
。
兼
良
の
長

32
　
雅
世
一
回
忌
品
経
歌

　
雅
親
は
、
父
雅
世
の
一
周
忌
に
あ
た
り
、
品
経
歌
を
勧
進
し
た
。
そ
の
出
詠
歌
人
は
、
兼
良
以
外
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（？）

　
　
義

政
・
持
通
・
公
保
・
実
量
・
教
房
・
宗
継
・
実
雅
・
資
任
・
浄
空
・
公
綱
・
持
為
・
勝
光
・
為
富
・
教
国
・
勝
光
・
奴
良
・
雅

　
　
康
・
兵
部
少
輔
源
成
之
・
道
覧
（
賢
？
）
・
常
析
・
正
徹
・
尭
孝
・
増
運
・
義
運
・
満
意
・
雅
親
・
民
部
少
輔
永
秀

ら
で
あ
つ
た
。
公
家
・
武
家
・
法
体
歌
人
あ
ま
ね
く
出
詠
し
て
ゐ
る
点
か
ら
見
て
も
、
雅
世
の
歌
壇
に
お
け
る
位
置
が
想
像
さ
れ
よ
う
。

　
な
ほ
、
『
釈
教
歌
詠
全
集
』
第
三
巻
に
翻
刻
が
あ
る
。

33
　
享
徳
三
年
六
月
十
七
日
禁
裏
月
次
歌
会

説157解

　
底
本
の

書
誌

は
、
列
帖
装
一
帖
。
1
6
・
6
×
1
7
・
5
㎝
。
『
享
徳
二
年
十
月
二
十
五
日
仙
洞
歌
合
』
と
合
綴
。
江
戸
初
期
写
。

　
享
徳
期
の
内
裏
歌
壇
を
構
成
す
る
歌
人
を
知
る
、
恰
好
の
資
料
で
あ
る
。
人
数
は
、

　
　
後
花
園
天
皇
・
貞
常
親
王
・
兼
良
・
持
通
・
公
保
・
実
量
・
義
政
・
実
雅
・
資
任
・
公
綱
・
雅
親
・
勝
光
・
教
秀
・
実
右
・
為
富
・

　
　
綱
光
・
雅
行
・
資
世
・
教
国
・
雅
康

ら
で
あ
る
。

34
　
康
正
元
年
十
二
月
二
十
七
日
内
裏
歌
合

所
在
を
確
認
で
き
た
伝
本
は
、
次
の
通
り
。
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①
国
会
図
書
館
蔵
本
叢
§
本
1
4

②

内
閣
文
庫
蔵
A
本
〈
2
0
1
・
2
5
0
＞
　
『
将
軍
家
三
十
番
歌
合
』
『
幕
府
褒
既
詩
歌
合
』
と
合
綴
。

③
内
閣
文
庫
蔵
B
本
〈
2
0
1
・
2
4
6
＞

④
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
近
衛
信
テ
筆
「
歌
合
」
本
く
5
1
0
・
4
6
∨
　
桂
宮
本
。

⑤
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
智
仁
親
王
筆
「
歌
合
」
本
〈
5
1
0
・
3
8
＞
　
桂
宮
本
。
『
将
軍
家
三
十
番
歌
合
』
と
合
綴
。

⑥
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
歌
合
三
一
種
』
所
収
本
く
5
0
1
・
7
4
∨

　
⑦
学
習
院
大
学
蔵
三
条
西
家
旧
蔵
本

⑧
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
永
青
文
庫
蔵
『
歌
合
類
聚
』
所
収
本
く
1
0
7
・
3
6
・
5
V

⑨
神
宮
文
庫
蔵
本
〈
3
・
9
9
9
＞
　
林
崎
文
庫
旧
蔵
。

　
⑩

『
歌
合
部
類
』
所
収
本

⑪
群
書
類
従
所
収
本

以
上
の

伝
本
の

本
文
を

精
査
し
了
へ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
概
し
て
い
へ
ば
、
こ
れ
と
い
つ
た
異
本
も
存
し
な
い
や
う
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
流
布
本
で
あ
る
⑪
を
底
本
と
し
、
④
⑤
⑥
⑧
を
以
つ
て
校
合
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
歌
合
の
成
立
時
期
だ
が
、
類
従
本
は
「
十
二
月
十
七
日
」
と
す
る
（
『
史
料
綜
覧
』
も
）
が
、
①
～
⑩
ま
で
の
伝
本
及
び

『
国
朝
書
目
』
『
歌
書
類
目
録
』
『
続
史
愚
抄
』
な
ど
は
、
「
二
十
七
日
」
に
作
る
。
確
定
は
し
難
い
が
、
仮
に
後
者
に
拠
つ
た
。

　
作
者
と
勝
負
付
を
掲
げ
て
置
く
。

　
〔
左
〕

　
　
女
房
（
後
花
園
天
皇
）
　
　
　
　
　
　
　
勝
3
負
1
持
1

　
　
式
部
卿
貞
常
親
王
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
2
　
　
持
3
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関
白
二
条
持
通

　
右
大
臣
一
条
教
一
房

入
道
前

内
大
臣
三
条
西
公
保

　
権
大
納
　
言
三
二
条
公
綱

　
太
宰
権
帥

正
親
町
三
条
実
雅

　
左
衛
門
督

飛
鳥
井
雅
｝
如
税
　
（
判
者
）

左
近
権

中
将
飛
鳥
井
雅
康

　
前
大
僧
正
満
土
思

〔右
〕准

后
一
条
兼
良

　
前
内
大
臣
一
二
条
実
旦
里

右
大
将

足
利
義
政

　
前
大
納
言
烏
丸
資
任

　
権
大
納
言
・
印
山
親
通

　
権
大
納
言
日
野
勝
光

　
浄
空
（
飛
鳥
井
雅
縁
）

　
右
兵
衛
督
冷
泉
為
官
田

前

大
僧
正
義
運

権
少
僧
都
忠
雅

　
　

負
3
持
2

勝
2
負
3

勝
1
負
1
持
3

勝
1
負
2
持
2

勝
1
負
3
持
1

　
　

負
5

　
　

負
4
持
1

勝
3
　
　
持
2

勝
2
負
1
持
2

勝
3
負
1
持
1

勝
4
　
　
持
1

　
　

負
3
持
2

　
　
負
3
持
2

勝
2
負
2
持
1

勝
2
　
　
持
3

勝
1
負
2
持
2

勝
2
負
1
持
2

勝
3
負
2
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35

　
康
正
元
年
十
二
月
二
十
九
日
日
野
政
光
十
三
回
忌
品
経
歌

　
底
本
と
し
た
書
陵
部
本
『
品
経
和
歌
』
の
奥
書
に
、
「
康
正
元
年
十
二
月
廿
九
日
弁
入
道
政
光
十
三
回
忌
新
大
納
言
勝
光
卿
勧
進
之
靱
針
た

月
廿
九
日
」
と
あ
る
の
で
、
あ
る
程
度
経
緯
が
分
る
。

　
36
　
長
禄
二
年
八
月
十
九
日
幕
府
歌
会

　
底
本

と
し
た
尊
経
閣
文
庫
蔵
『
将
軍
家
歌
会
和
歌
』
〈
1
4
5
・
古
∨
の
他
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
御
会
和
歌
』
〈
5
0
1
・
3
7

8
＞
に
も
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
底
本
の
書
誌
は
、
巻
子
本
一
軸
。
料
紙
は
鳥
の
子
。
天
地
3
0
・
3
㎝
。
外
題
は
存
し
な
い
。
表
紙
見
返
し

左
上
隅
に

「
飛
鳥
井
殿
栄
雅
（
琴
山
）
」
と
極
札
が
貼
ら
れ
て
ゐ
る
。

　
菅
原
長
清
の
真
名
序
が
あ
り
、
そ
の
後
に
各
々
の
歌
が
置
か
れ
、
末
尾
に
、
「
長
禄
二
年
八
月
十
九
日
和
歌
御
会
／
題
者
　
左
衛
門
督

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
？
）

（
1
1
雅
親
）
／
読
師
　
日
野
前
大
納
言
↑
資
任
）
／
講
師
　
長
清
朝
臣
／
講
頗
（
略
）
」
と
あ
る
。
奥
書
は
別
筆
で
、
「
右
一
巻
者
先
雅
親
卿

之
真
蹟
不
容
／
疑
異
者
也
応
人
之
需
加
一
語
干
後
云
／
貞
享
第
三
大
籏
上
旬
／
羽
林
中
郎
将
藤
原
雅
豊
」
と
あ
る
。
雅
親
‖
栄
雅
真
筆
か

否
か
、
著
者
に
判
定
す
る
力
は
な
い
が
、
室
町
中
期
写
は
疑
ひ
な
い
。
仮
に
雅
親
真
筆
だ
と
す
る
と
、
原
本
ど
む
考
～
ら
れ
る
重
要
な
資

料
で
あ
る
。

　
義
政
は
、
古
子
徳
二
年
に
改
名
し
て
以
来
、
文
学
・
芸
能
に
耽
溺
し
、
こ
の
歌
会
に
つ
い
て
も
、
井
上
氏
が
「
准
后
兼
良
以
下
す
べ
て

（作
者
が
）
名
流
公
家
で
、
義
政
の
伝
統
文
化
へ
の
耽
溺
ぶ
り
を
遺
憾
な
く
表
わ
し
て
い
る
」
（
『
室
町
前
期
』
）
と
述
べ
ら
れ
た
通
り
で
あ
ら

う
。　

そ

の

人
数
は
、

　
　
兼
良
・
持
通
・
義
政
・
実
雅
・
資
任
・
公
綱
・
親
通
・
勝
光
・
雅
親
・
公
数
・
為
富
・
教
秀
・
公
躬
・
雅
康
・
益
光
・
政
為
・
雅



説16ヱ解

　
　

藤
・
長
清

ら
で
あ
つ
た
。

　

本
歌
会
の
記
事
は
、
『
在
盛
卿
記
』
『
足
利
家
官
位
記
』
『
続
史
愚
抄
』
『
南
方
紀
伝
』
に
も
見
え
る
が
、
『
続
史
愚
抄
』
が
詳
細
な
の
で

そ

れ
を
引
く
。

　
　
行
コ
幸
干
内
大
臣
糠
敵
北
小
路
第
↓
今
夜
即
行
幸
還
御
欺
。
此
日
。
彼
亭
和
歌
会
始
。
蹴
破
転
紫
咽
大
題
。
松
契
二
退
年
↓
（
左
衛
門
督
雅
親

　
　
出
レ
之
）
。
嵜
仙
公
卿
准
后
兼
良
。
関
白
持
通
。
已
下
十
四
人
。
（
略
）
人
々
書
二
応
教
之
字
於
懐
紙
一
云
。

　
37
　
長
禄
二
年
秋
道
興
詠
百
首
和
歌
巻
未
贈
答
歌

　
底
本
と
し
た
『
続
撰
吟
集
』
に
関
し
て
は
、
『
群
書
一
覧
』
『
大
日
本
歌
書
綜
覧
』
に
触
れ
ら
れ
て
ゐ
る
他
、

　
ω
井
上
宗
雄
氏
「
続
撰
吟
集
」
（
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
〈
明
治
書
院
1
1
昭
3
7
・
1
1
＞
）

　
②
伊
藤
敬
氏

「
三
条
西
実
隆

と
和
歌
1
2
1
雪
玉
集
の
こ
と
」
（
『
国
語
国
文
研
究
』
3
0
1
1
昭
4
0
・
3
）

　
㈲
国
立
国
会
図
書
館
参
考
書
誌
部
編
（
『
晒
立
国
会
図
書
撒
貴
重
書
解
題
蹄
勒
縫
の
部
第
二
』
〈
昭
5
3
・
8
＞
）

な
ど
に
詳
し
い
。
伝
本
は
『
私
撰
集
伝
本
書
目
』
に
詳
し
い
が
、
②
の
所
説
に
よ
つ
て
、
尊
経
閣
本
を
底
本
と
し
た
。
袋
綴
装
八
冊
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
百
五
十
四
首

24

・

ヱ
×
2
0
．
5
㎝
。
奥
書
が
「
此
続
撰
吟
集
追
而
可
清
書
而
已
／
天
文
九
暦
二
月
日
／
（
花
押
）
」
h
第
一
冊
）
な
ど
と
あ
る
。
筆
者
は
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

大
寺
実
通
と
す
る
が
、
確
認
出
来
な
か
つ
た
。
し
か
し
、
紙
背
文
書
に
実
通
と
署
名
が
あ
る
書
状
案
が
、
い
く
つ
か
散
見
で
き
る
の
で
、

さ
う
考
へ
て
も
大
き
な
間
違
ひ
は
あ
る
ま
い
。

　

こ
の
歌
は
、
道
興
の
百
首
に
兼
良
が
合
点
、
そ
れ
に
道
興
が
短
冊
を
贈
り
、
兼
良
が
返
し
た
も
の
で
あ
る
。
奥
に
「
此
百
首
長
禄
二
年

秋
之
比

／
一
条
准
后
合
点
／
干
時
長
禄
三
年
拾
月
十
八
日
／
写
之
」
と
あ
る
の
で
、
成
立
時
期
が
分
る
。
な
ほ
、
こ
の
百
首
の
み
の
伝
本

が
あ
る
。
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大
阪
天
満
宮
蔵

「
詠
百
首
和
歌
」
本
∧
6
8
・
5
4
V
　
江
戸
中
期
写
。
本
文
異
同
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

38
　
寛
正
三
年
七
月
十
八
日
禁
裏
月
次
歌
会

本
歌
会
の
詠
草
は
、
底
本
に
し
た
書
陵
部
蔵
『
類
聚
和
歌
』
の
他
、
『
公
宴
続
歌
』
第
六
冊
、
『
先
代
御
便
覧
』
、
高
松
宮
蔵
『
百
首
和

歌
』
な
ど
に
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
人
数
は
兼
良
以
外
次
の
通
り
。

　
　
義
政
・
貞
常
親
王
・
持
通
・
後
土
御
門
天
皇
・
教
房
・
法
源

　
　
運
・
雅
康
・
公
躬
・
政
為
・
雅
藤
・
尭
憲
・
公
綱

39

　
寛
正
五
年
十
二
月
五
日
仙
洞
三
席
詩
歌

・

実
量
・
資
任
・
雅
親
・
満
意
・
常
棺
・
勝
光
ρ
公
保
・
為
富
・
増

　
本
詩
歌
会
は
、
『
蔭
涼
軒
日
録
』
『
長
禄
寛
正
記
』
『
続
本
朝
通
鑑
』
『
続
史
愚
抄
』
な
ど
に
記
事
が
見
え
、
続
群
書
類
従
に
『
寛
正
五
年

仙
洞
三
席
御
会
詩
歌
』
と
し
て
、
序
・
詠
草
な
ど
が
所
収
さ
れ
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
完
本
は
、
従
来
続
類
従
本
の
み
し
か
知
ら
れ
ず
、
本

文
に
疑
は
し
い
点
が
な
く
も
な
か
つ
た
。
し
か
る
に
、
も
う
一
本
完
本
が
出
現
し
、
抄
出
本
も
二
本
あ
ら
は
れ
る
に
至
つ
た
。

　
伝
本
を
紹
介
す

る
前
に
、
本
詩
歌
会
の
構
成
を
略
記
し
て
置
か
う
。
引
用
は
底
本
（
後
述
）
に
よ
る
。

　
　
仙
洞
三
席
御
会
詩
歌
寛
正
五
士
一
五
（
内
題
）

　
A
七
言
冬
日
侍
　
仙
洞
同
賦
八
紘
帰
　
聖
猷
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
上
皇
　
製
詩
、
一
首
癩
醐
為
韻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
二
位
行
権
中
納
言
臣
菅
原
朝
臣
継
長
上

　
a
　
冬
日
同
賦
八
紘
帰
聖
猷
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　轟
明
為
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従
一
位
藤
原
朝
臣
　
兼
良
上

　
重
華
宮
裏
燕
群
英
廣
載
時
聞
賦
鹿
鳴
無
限
恩
波
八
黄
外

　
漁
歌
樵
唱

又
文
明

　
　
※

以
下
詩
人
は
、
近
衛
房
嗣
・
二
条
持
通
・
足
利
義
政
・
久
我
通
尚
・
東
坊
城
益
長
・
西
園
寺
実
遠
・
日
野
勝
光
・
柳
原
資
綱
・

　
　
　
万
里
小
路
冬
房
・
洞
院
公
数
・
葉
室
教
忠
・
勧
修
寺
教
秀
・
唐
橋
在
治
・
烏
丸
益
長
・
中
御
門
宣
胤
・
東
坊
城
顕
長
・
菅
原
長

　
　
　
清
・
菅
原
為
親
。
続
類
従
本
は
、
日
野
勝
光
が
な
く
甘
露
寺
親
長
が
入
る
。

B
冬
日
侍
大
上
皇
仙
洞
同
詠
松
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
友
応
　
製
和
歌
一
首
井
序

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
征
夷
大
将
軍
従
一
位
行
左
大
臣
々
源
朝
臣
義
ー
上

b

冬

日
同
詠
松
為
久
友
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
製
和
嵜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
一
位
臣
藤
原
朝
臣
兼
良
上

　
　
※
以
下
歌
人
は
、
房
嗣
・
持
通
・
烏
丸
資
任
・
今
出
川
教
季
・
三
条
公
綱
・
勝
光
・
三
条
公
敦
・
大
炊
御
門
信
量
・
飛
鳥
井
雅

　
　
　
親
・
冷
泉
為
富
・
小
倉
実
右
・
広
橋
綱
光
・
正
親
町
三
条
実
躬
（
続
類
従
本
「
公
躬
」
）
・
飛
鳥
井
雅
康
・
冷
泉
政
為
・
飛
鳥
井
雅

　
　
　
藤
・
町
広
光
・
藤
原
尚
光
・
八
条
為
保
。

C
ぬ
し
し
ら
ず
の
物
語
　
※
雅
親
作
（
？
）
。

次

に
、
伝
本
を
簡
単
に
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

①
宮

内
庁
書
陵
部
蔵
『
御
会
部
類
記
』
〈
2
1
0
・
7
4
1
V
　
袋
綴
装
一
冊
。
江
戸
初
中
期
写
。
『
建
保
六
年
中
殿
和
歌
管
絃
御
会
』

　
　
『
建
治
四
年
亀
山
殿
詩
管
絃
会
（
記
録
の
み
）
』
『
正
和
四
年
仙
洞
三
席
御
会
始
（
同
上
）
』
『
正
和
四
年
詩
歌
御
会
』
『
正
応
二
年
鳥
羽
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殿
御
会
』
『
至
徳
元
年
後
円
融
院
仙
洞
三
席
御
会
（
記
録
の
み
）
』
『
元
亨
四
年
内
裏
歌
会
』
『
応
永
十
九
年
仙
洞
三
席
御
会
』
『
応
永

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光

　
　
　
十
九
年
宮
中
歌
会
』
な
ど
と
合
綴
さ
れ
る
。
巻
末
に
、
「
本
云
借
右
大
弁
宰
相
守
－
卿
本
卒
ホ
馳
筆
詑
今
可
令
清
書
莫
令
外
見
　
／

　
　
　
永
正
四
年
十
月
日
　
後
妙
華
寺
前
殿
下
御
判
」
と
あ
る
が
、
こ
の
本
奥
書
が
、
本
書
全
体
に
か
か
る
の
か
、
巻
尾
の
『
寛
正
五
年
仙

　
　
　
洞
三
席
御
会
』
の
み
に
か
か
る
の
か
は
、
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
『
国
書
総
目
録
』
等
は
、
冬
良
撰
と
す
る
が
、
い
か
が
。
〔
内
容
〕

　
　
　
A
a
B
b
C

　
②
大
倉
山
精
神
文
化
研
究
所
蔵
『
公
宴
詩
歌
井
序
』
〈
イ
イ
・
5
＞
　
『
古
文
書
古
記
録
影
写
副
本
解
題
』
（
昭
1
8
・
－
）
に
よ
る
。
①
と

　
　
　
同
じ
奥
書
あ
り
。

　
③
続
群
書
類
従
本

　
〔
内
容
〕
A
a
B
b
C

　
④
尊
経
閣
文
庫
蔵

『
仙
洞
三
席
御
会
詩
歌
一
首
井
序
』
〈
1
3
・
2
・
大
〉
　
宝
永
元
年
写
。
〔
内
容
〕
A
B

　
⑤

内
閣
文
庫
蔵
『
寛
正
三
席
御
会
』
〈
2
0
1
・
1
2
3
∨
　
列
帖
装
一
帖
。
江
戸
初
期
写
。
奥
書
が
、
「
件
一
帖
申
出
親
王
家
御
／

　
　
　
本
早
卒
令
書
写
了
／
誤
文
字
重
而
可
遂
校
／
合
也
／
明
応
第
七
孟
春
廿
二
日
／
沙
弥
蓮
空
」
と
あ
る
。
〔
内
容
〕
C

　
40
　
文
明
二
年
正
月
六
日
北
畠
家
連
歌
合
祓

　
本
連
歌
合
に
つ
い
て
は
、
福
井
久
蔵
氏
『
一
条
兼
良
』
（
厚
生
閣
‖
昭
1
8
・
4
）
の
解
説
が
、
簡
に
し
て
要
を
得
て
ゐ
る
の
で
、
そ
れ
を

引
く
。

　
　
伊
勢
北
畠
大
納
言
家
で
そ
の
頃
催
さ
れ
た
二
百
五
十
番
連
歌
合
に
、
文
明
三
年
正
月
判
を
下
し
、
祓
文
を
加
へ
た
下
半
が
近
年
発
見

　
　
さ
れ
、
（
略
）
そ
の
人
々
は
権
大
納
言
教
具
、
桑
門
光
暁
、
参
議
具
茂
、
右
中
将
政
郷
、
侍
従
顕
豊
、
僧
の
宗
祇
・
宗
恰
、
三
枝
幸

　
　
高
、
平
章
棟
、
平
重
孝
、
藤
原
季
理
、
伝
阿
法
師
、
賀
阿
法
師
（
引
用
者
云
、
他
に
平
千
盛
）
十
五
人
（
正
し
く
は
十
四
人
）
で
、
公
の

　
　
駿
文
は

都
の
兵
火
を

の
が
れ
て
佗
住
居
の

状
を
記
し
た
と
こ
ろ
よ
り
筆
を
立
て
、
最
後
に
一
首
の
歌
が
添
へ
て
あ
る
。
　
（
前
掲
書
8
1
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頁
）

福
井
氏
は

御

巫
清
直
氏
蔵
の
兼
良
自
筆
本
を
紹
介
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
現
在
は
書
陵
部
に
蔵
さ
れ
る
。
本
書
は
、
書
陵
部
本
く
5
0
2
・
4

1
9
V
を
底
本
と
し
た
。

　
な
ほ
、
こ
の
駿
文
の
み
は
、
神
宮
文
庫
蔵
『
藤
河
の
記
』
一
本
く
8
・
8
5
6
、
室
町
末
写
V
巻
末
に
も
付
載
さ
れ
て
ゐ
る
。

　
41
・

42
　
文
明
三
年
閏
八
月
十
五
日
夜
詠
歌
・
後
花
園
院
一
回
忌
哀
傷
歌

　
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
は
、
舗
続
史
料
大
成
本
を
用
ゐ
た
。

　
43
　
藤
河
の
記

　
『
藤
河
の
記
』
の
伝
本
は
、
次
の
分
類
基
準
に
よ
つ
て
十
系
統
に
分
れ
る
。

　
A
棚
（
「
分
行
は
」
）
＋
あ
か
さ
か
を
こ
ゆ
と
て
　
の
有
無

　
　
　
ア

リ
…
○
　
ナ
シ
…
×

　
B
九
日
の
記
事

C
十
五
日
の
記
事

　
D
邪
（
「
ま
れ
に
き
て
」
）
＋
国
人
説
日
こ
の
山
に
は
天
人
影
向
あ
る
に
よ
つ
て
人
来
の
松
と
も
名
つ
け
侍
る
と
か
や

　
　
　
鵬
ノ
ミ
ア
リ
…
△

　
E
捌
（
「
い
の
る
そ
よ
」
）

　
F
皿
（
「
み
た
れ
行
」
）

　
G
よ
く
せ
す
は
笠
置
に
と
ま
る
へ
か
り
け
り
（
五
月
二
十
八
日
条
）



166

補
入
…
ホ

第
一
類
　
　
二

三

四

五

山ノ、

七

八

一
九

十

GFEDC　BA

○○○△○○○
　　　（×）

×○○△○○○

×○○○○○○
（ホ）　　（×）

×○○×○○○

○××○○○○

×○×○○○○

○×○○○○×

○××○○××

○××○×○×

○××○×××

〔第
一
類
〕

　
　
　

　
①
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
〈
8
2
・
6
3
＞
　
阿
波
国
文
庫
旧
蔵
。
江
戸
中
期
写
。
底
本
に
用
ゐ
た
。

　
　
　

　
②
群
書
類
従
所
収
本

　
　
　③

国
会
図
書
館
蔵
『
鶯
宿
雑
記
』
〈
2
3
8
・
2
8
9
＞
巻
二
三
二
所
収
本
　
②
の
転
写
本
。

　
　
　

　
④
祐
徳
稲
荷
神
社
寄
託
中
川
文
庫
蔵
『
桑
孤
』
〈
6
・
1
～
2
・
7
8
4
・
別
6
∨
所
収
本
　
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
紙
焼
本
に
よ
る
。

　
　
　⑤
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
伏
見
宮
本
く
伏
・
5
7
V
　
『
艶
詞
』
等
と
合
綴
。
江
戸
中
期
写
。

　
⑥
慶
応
義
塾
大
学
附
属

図
書
館
蔵
本
〈
1
2
4
・
3
7
＞
　
江
戸
中
期
写
。

　
　
　

　
⑦
扶
桑
拾
葉
集
所
収
本
（
板
本
）

⑧
東
北
大
学
附
属
図

書
館
狩
野
文
庫
蔵
本
〈

狩
・
第
4
門
・
1
1
3
1
5
＞
　
写
真
版
に
よ
る
。

〔第
二
類
〕

　
⑨
篠
山
鳳
明
高
校
青
山
文
庫
蔵
本
く
9
1
4
・
9
∨
　
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
紙
焼
本
に
ょ
る
。
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〔第
三
類
〕

　
　
　

　
⑩
神
宮
文
庫
蔵
A
本
〈
8
・
8
5
6
＞
　
室
町
末
期
写
。

　
　
　

　
⑪
天
理
図
書
館
蔵
本
〈

2
9
1
・
3
・
7
4
3
＞
　
江
戸
中
期
写
。
北
条
霞
亭
旧
蔵
。

　
　
ホ

　
⑫
岐
阜
県
立
図
書
館
蔵
本
く
3
・
6
5
・
4
V
　
写
真
版
に
よ
る
。

⑬
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
本
　
⑫
の
影
写
本
。

　
⑭

神
宮
文
庫
蔵
B
本
く
8
・
9
5
5
∨
　
江
戸
中
期
写
。

⑮
天
理
図

書
館
綿

屋
文
庫
蔵
本
〈

れ

7
・
1
2
＞
　
江
戸
中
期
写
。

　
⑯
中
田
祝
夫
氏
蔵
本
　
本
文
未
調
で
は
あ
る
が
、
奥
書
か
ら
こ
の
系
統
と
思
は
れ
る
。

　
　
　⑰
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
く
E
2
6
・
4
7
8
∨
　
江
戸
中
期
写
。

　
⑱
東
京
大
学

国
文
学
研
究
室
本
居
文
庫
蔵
本
〈
本
居
枝
2
9
8
・
国
文
2
4
5
＞
　
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
紙
焼
本
に
よ
る
。

〔第
四
類
〕

　
　
　

　
⑲
宮

内
庁
書
陵
部
蔵
黒
川
本
く
黒
・
1
2
5
V
　
弘
化
二
年
写
。

〔第
五
類
〕

　
　
　

　
⑳

内
閣
文
庫
蔵
本
〈
1
7
7
・
1
1
0
4
＞
　
『
筆
の
す
さ
び
』
と
合
綴
。
江
戸
初
期
写
。

　
　
　

　
⑳
島
原
公
民
館
松
平
文
庫
蔵
本
〈
1
1
6
・
4
2
＞
　
江
戸
初
期
写
。

　
　
　

　
㊧
宮

内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
〈
5
0
1
・
7
8
7
＞
　
江
戸
初
中
期
写
。

　
⑳
神
宮
文
庫
蔵
D
本
〈
3
・
2
0
8
9
＞
　
『
筆
の
す
さ
び
』
と
合
綴
。
江
戸
中
期
写
。

〔第
六
類
〕

　
⑳

神
宮
文
庫
蔵
C
本
く
3
・
4
3
2
6
V
　
『
文
安
詩
歌
合
』
と
合
綴
。
江
戸
中
期
写
。
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〔第
七
類
〕

　
　
　

　
＠
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
〈
9
・
4
1
＞
　
江
戸
初
中
期
写
。

　
　
　

　
⑳
筑
波
大
学
附
属

図
書
館
蔵
本
く
ル
・
1
7
0
・
8
5
∨
　
宝
永
二
年
写
。

〔第
八
類
〕

　
　
　

　
⑰
九

州
大
学
附
属
中
央
図
書
館
蔵
本
〈
5
4
9
・
ミ
・
1
3
＞
　
江
戸
初
期
写
。

〔第
九
類
〕

　
　
　

　
⑳
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
蔵
本
く
2
4
9
7
V
　
江
戸
初
期
写
。

〔第
十
類
〕

　
　
　

　
⑳
東
京
都
立
大
学

附
属
図
書
館
蔵
本
く
9
1
1
・
4
・
1
1
3
i
∨
　
江
戸
末
期
写
。

　
　
　

　
⑩
寛
文
1
2
年
刊
本
　
後
刷
本
多
し
。
絵
入
。
荒
川
宗
長
板
行
。

　
＠
京
都
大
学
文
学
部
陳
列
館
古
文
書
室
蔵
本
〈

国
文
・
特
つ
・
3
＞
　
江
戸
末
期
写
。

　
　
※

＊
を
附
し
た
伝
本
を
、
対
校
資
料
と
し
て
用
ゐ
た
。

　
以
上
の
系
統
は
、
兼
良
の
種
々
の
手
入
れ
に
よ
つ
て
派
生
し
て
い
つ
た
も
の
と
思
は
れ
る
が
、
詳
し
い
成
立
過
程
は
、
今
の
と
こ
ろ
判

然
と
し
な
い
。
た
だ
、
⑲
の
奥
書
に
、

　
　
干
時
文
明
五
年
無
神
月
廿
六
日
書
写
之
詑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天

　
　
今
年
五
月
上
旬
之
初
美
濃
御
下
向
之
時
名

　
　
所
旧

跡
御
歴
覧
之
時
之
御
作
文

と
あ
る
の
で
、
第
五
類
本
が
、
実
際
の
旅
の
お
よ
そ
半
年
後
に
は
、
既
に
成
立
し
て
ゐ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
ま
た
、
第
五
類
本
は
、
い
ろ

い

ろ
な
面
か
ら
見
て
〈
原
型
〉
と
は
考
へ
に
く
い
か
ら
、
〈
派
生
∨
も
こ
の
時
点
で
始
っ
て
ゐ
た
、
と
い
ふ
こ
と
に
な
ら
う
。



説169解

　
な

ほ
、
兼
良
の
こ
の
度
の
美
濃
下
向
に
関
し
て
は
、
白
井
忠
功
氏
「
兼
良
の
『
ふ
ち
河
の
記
』
1
中
世
紀
行
文
学
研
究
1
」
（
『
立
正

大
学
国
語
国
文
』
第
7
号
‖
昭
4
5
・
3
ー
↓
『
中
世
の
紀
行
文
学
』
〈
文
化
童
旦
房
博
文
社
1
1
昭
5
1
・
7
∨
）
に
詳
し
い
。

　
ま
た
、
拙
稿
「
『
藤
河
の
記
』
の
成
立
i
兼
良
論
序
説
1
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
5
6
・
8
）
の
中
で
、
基
本
的
な
問
題
を
整
理
し
て

お
い
た
。

　
坐
　
南
都
百
首

　
本
書
に

つ
い

て

は
、
拙
稿
「
『
南
都
百
首
』
の
成
立
」
（
『
言
語
と
文
芸
』
第
8
7
号
1
1
昭
5
4
・
3
）
で
少
し
く
考
へ
た
。
そ
の
後
考
へ
得
た
こ

と
を
追
加
し
、
書
誌
を
記
す
こ
と
に
す
る
。

　
成
立
時
期

は
、
序
文
・
内
題
等
か
ら
見
て
、
文
明
五
年
六
月
二
十
五
日
の
出
家
が
上
限
、
下
限
は
、
諸
本
に
見
え
る
「
右
百
首
一
条
禅

閤
詠
作
也
以
自
筆
之
本
書
写
詑
干
時
文
明
第
五
仲
秋
下
旬
候
」
と
い
ふ
奥
書
か
ら
、
同
年
八
月
下
旬
と
考
へ
ら
れ
る
。

　
次
に

伝
本
だ

が
、
二
類
に
分
け
ら
れ
る
。
分
類
基
準
は
次
の
通
り
。

　
ω
序
文
に
於
け
る
脱
落

　
　
第
一
類
‥
の
り
の
し
の
門
を
は
心
さ
す
と
い
へ
と
も
は
な
香
の
つ
と
め
に
物
う
く
し
て
い
た
つ
ら
に
あ
か
し
く
ら
し
　
（
①
に
ょ
る
。

　
　
　
　
　
　
以
下
同
様
。
傍
線
武
井
）

　
　
第
二
類
‥
法
の
師
の
門
を
は
こ
s
う
さ
せ
と
も
い
た
つ
ら
に
あ
か
し
く
ら
し
　
（
⑦
に
よ
る
。
以
下
同
様
）

　
②
内
題
の
有
無

　
　
第
一
類
‥
詠
百
首
和
歌
　
桑
門
覚
恵

　
　
第
二
類
‥
ナ
シ

　
③

「
若
菜
」
の
歌
の
有
無
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第
一
類
‥
ア
リ

　

第
二
類
‥
ナ
シ

ω
「
氷
室
」
と
「
泉
」
の
順
序

　
　
第
一
類
”
氷
室
・
泉

　
　
第
二
類
…
泉
・
氷
室

㈲

「
藤

（第
二
類
は
藤
花
）
」
の
歌
の
注
記
の
有
無

　
　
第
一
類
‥
閑
院
左
大
臣
南
円
堂
を
た
て
s
藤
氏
の
さ
か
へ
を
い
の
り
し
事
を
思
よ
せ
侍

　
　
第
二
類
”
ナ
シ

0ー

「
七
夕
」
の
歌
の
注
記
の
有
無

　
　
第
一
類
‥
竜
門
の
布
さ
ら
す
山
ひ
め
の
事
を
い
へ
り

　
　
第
二
類
‥
ナ
シ

〔第
一
類
〕

①
内
閣
文
庫
蔵
「
詠
百
首
和
歌
」
本
〈
2
0
1
・
4
5
3
＞
　
江
戸
初
期
写
。
林
羅
山
旧
蔵
。
底
本
に
用
ゐ
た
。

　
②
河
野

信
一
記
念
文
化
館
蔵
「
詠
百
首
和
歌
」
本
〈
1
2
3
・
9
2
2
＞
　
江
戸
中
期
写
。

　
③
島
原
公
民
館
松
平
文
庫
蔵
『
歌
書
集
興
』
〈
1
1
9
・
6
∨
所
収
「
後
成
恩
寺
百
首
和
歌
」
本
　
江
戸
初
中
期
写
。

　
④
内
閣
文
庫
蔵
『
墨
海
山
筆
』
〈
2
1
7
・
3
1
＞
第
九
四
冊
所
収
「
一
條
禅
閤
百
首
和
歌
」
本
　
江
戸
末
期
写
。

　
⑤
天
理
図
書
館
吉

田
文
庫
蔵
「
詠
百
首
和
歌
」
本
〈
8
1
・
吉
1
1
9
＞
　
江
戸
初
期
写
。

　
⑥
金
刀
比
羅
宮

図
書
館
蔵
「
詠
百
首
和
歌
」
本
く
2
3
・
5
・
1
2
7
7
V
　
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
に
よ
る
。

〔第
二
類
〕
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⑦
内
閣
文
庫
蔵
「
後
成
恩
寺
殿
南
都
百
首
」
本
〈
2
0
1
・
4
6
1
＞
　
江
戸
初
中
期
写
。

⑧
群
書
類
従
所
収
本

　
⑨
宮
城
県
立
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
本
〈
9
1
1
・
2
4
・
1
7
＞
　
江
戸
中
期
写
。
『
藤
代
王
子
御
会
建
仁
元
年
』
『
長
門
住
吉
社
宗
舐
法

　
　
楽
百
首
明
応
四
年
』
『
住
吉
社
法
楽
百
首
、
永
享
九
年
』
と
合
綴
。

⑩
大
阪
市
立
大
学
附
属
図
書
館
森
文
庫
蔵
本
く

9
1
1
・
F
U
J
・
森
文
庫
V
　
江
戸
中
期
写
。

⑬
刈
谷
図
書
館
蔵
『
蓬
芦
雑
紗
』
〈
6
2
0
3
V
第
一
〇
一
冊
所
収
本
　
江
戸
末
期
写
。

⑫

『
大
日
本
史
料
第
八
篇
之
二
』
所
収
本

こ

れ
ら
の
伝
本
は
、
次
の
や
う
な
系
譜
が
想
定
で
き
よ
う
。

團
圏
凶

λ
加
注
∨
ー
同
倒

人
脱
落
＞
1
閲
園

以
上
の
立
論
の
詳
細
な

過
程
は
、
前
掲
拙
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。

45

　
文
明
七
年
十
二
月
二
十
九
日
野
政
光
三
十
三
回
品
経
歌

底
本
に

つ
い

て
は

3
参
照
。
こ
の
度
の
詠
進
歌
人
は
次
の
通
り
。

　
義
政
．
桑
門
大
通
（
⊥
房
嗣
）
・
持
通
・
政
嗣
・
政
基
・
通
博
・
政
家
・
西
誉
・
栄
雅
・
公
敦
・
為
富
・
教
秀
・
綱
光
・
資
世
・
季

　
春
・
教
国
・
永
継
・
雅
康
・
広
光
・
縁
光
・
量
光
・
蔵
人
頭
左
中
弁
兼
顕
・
実
隆
・
雅
国
・
為
光
・
勝
光
・
覚
恵
↑
兼
良
）
・
尊
応
・
増

　
運
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46
　
文
明
九
年
七
月
七
日
七
夕
歌
合
巻
末
長
歌

　
所
謂

『
七
夕
歌
合
』
だ
が
、
成
立
事
情
に
つ
い
て
は
、
井
上
宗
雄
氏
『
室
町
前
期
』
に
詳
し
い
の
で
、
そ
れ
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
若
干
の
私
注
を
付
す
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
六
月
廿
九
日
に
作
者
に
題
（
勅
題
）
が
下
さ
れ
、
七
月
七
日
詠
進
、
八
・
九
日
天
皇
の
前
で
番
え
ら
れ
、
滋
野
井
教
国
が
清
書
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
奈
良
の
兼
良
に
判
を
記
す
べ
く
下
命
が
あ
り
、
折
か
ら
宗
舐
が
奈
良
に
下
る
と
い
う
便
宜
で
、
宗
祇
が
持
参
し
、
二
十
九
日
興
福
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
成
就
院
に
赴
い
て
歌
合
を
兼
良
に
渡
し
た
。
（
略
）
兼
良
は
早
速
判
詞
を
記
し
て
八
月
中
旬
ま
で
に
は
出
来
た
ら
し
い
が
、
そ
れ
を
携

　
　
え

て
上
洛
す

る
使
者
（
宗
紙
か
。
兼
顕
記
九
月
十
二
日
の
条
）
が
途
中
敵
陣
（
西
軍
か
）
の
足
軽
に
襲
わ
れ
て
奪
わ
れ
た
為
に
九
月
に
な

　
　
つ
て
再
び
浄
書
進
上
さ
れ
た
ら
し
い
。
（
前
掲
書
㎜
頁
）

　
　
　
ω
三
条
流
。
小
松
茂
美
氏
『
日
本
書
流
全
史
　
下
』
（
講
談
社
1
1
昭
4
7
・
8
）
に
短
冊
が
見
え
る
。

　
　
　
②
「
宗
舐
下
向
、
室
町
殿
・
同
御
台
・
禁
裏
御
歌
合
御
点
判
詞
御
申
之
間
、
為
御
使
参
上
成
就
院
云
々
、
大
乱
中
希
有
事
也
、
惣
而
京
都
儀
ハ
毎

　
　
　
　
事
無
其
道
、
御
運
如
今
者
歎
入
之
由
云
々
、
公
武
上
下
昼
夜
大
酒
」
（
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
九
年
七
月
二
十
九
日
条
）

　
　
　
㈲
書
陵
部
本

（後
掲
）
奥
書
に
よ
り
、
八
月
十
日
と
わ
か
る
。

本
書
の
伝
本
は
い
く
つ
か
存
す
る
が
、
同
一
系
統
で
、
こ
れ
と
い
つ
た
異
本
も
善
本
も
な
い
や
う
で
あ
る
。

①
内
閣
文
庫
蔵
A
本
く
2
0
1
・
1
9
8
V
　
『
親
長
卿
家
歌
合
』
と
合
綴
。
江
戸
中
期
写
。

②

内
閣
文
庫
蔵
B
本
く
2
0
1
・
2
0
0
V
　
奥
書
が
「
干
時
明
応
第
四
乙
卯
孟
冬
初
七
書
写
畢
」
と
あ
る
。
江
戸
中
期
写
。

③
宮

内
庁
書
陵
部
蔵
本
く
5
0
1
’
6
3
2
V
　
奥
書
が
「
本
云
文
明
九
年
七
月
晦
日
自
　
禁
裏
被
　
仰
下
之
／
八
月
十
日
比
書
判
詞

　
　
　
令
返
上
」
と
あ
る
。
江
戸
初
期
写
。

④
島
原
公
民
館
松
平
文
庫
蔵
「
文
明
七
十
番
歌
合
」
本
く
1
3
9
・
7
∨
　
江
戸
初
期
写
。



　
⑤
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
永
青
文
庫
蔵
本
　
未
見
。

　
⑥
水
府
明
徳
会
彰
考
館
蔵
本
く
巳
1
3
V
　
『
文
亀
三
年
歌
合
』
と
合
綴
。
江
戸
中
期
写
。

　
⑦
水
府

明
徳
会
彰
考
館
蔵
『
歌
合
部
類
』
〈
巳
1
2
＞
所
収
本

　

⑧
三
康
図
書
館
蔵
本
〈
5
・
1
6
3
6
＞

　
⑨

『
歌
合
部
類
』
所
収
本

　
⑩
群
書
類
従
所
収
本
　
底
本
に
用
ゐ
た
。

こ
の
歌
合
で
特
に
目
に
つ
く
の
は
、
日
野
富
子
の
六
勝
一
持
と
い
ふ
好
成
績
で
あ
ら
う
。
兼
良
の
お
も
ね
り
と
解
せ
ぬ
こ
と
も
な
い
が
、

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

富

子
の

歌
才
に

よ
り
注
目
し
た
文
章
に
、
唐
木
順
三
氏
「
慈
照
院
義
政
」
（
『
展
望
』
昭
勾
・
1
2
ー
↓
『
応
仁
四
話
』
〈
筑
摩
書
房
‖
昭
4
1
・
4
＞
）

が
あ
る
。

47
　
文
明
十
年
二
月
三
日
北
野
社
法
楽
百
首

　
こ
の
百
首
は
続
歌
で
あ
る
。
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
『
親
長
卿
記
』
『
実
隆
公
記
』
な
ど
の
記
事
を
総
合
す
る
と
、
正
月
二
十
三
日
に

短
冊
が
人
数
に

配
ら
れ
、
翌
二
月
三
日
奉
納
さ
れ
た
ら
し
い
。
主
な
詠
進
歌
人
は
次
の
通
り
。

　
　
後
土
御
門
天
皇
・
邦
高
親
王
・
安
禅
寺
宮
・
義
政
・
道
永
法
親
王
・
覚
恵
・
曇
花
院
宮
・
日
野
富
子
・
持
通
・
尭
胤
法
親
王
・
政

　
　
嗣
・
為
富
・
教
秀
・
秀
春
・
雅
行
・
政
長
・
親
長
・
雅
康
・
勾
当
内
侍
・
政
為
・
教
国
・
為
広
・
実
隆
・
言
国
・
宣
親
・
元
長

説

娼
　
文
明
十
一
年
正
月
七
日
三
合
厄
祈
蔵
和
歌

解　
　
　
校
合
に

用
ゐ
た
『
甲
子
夜
話
』
は
、
中
村
幸
彦
・
中
野
三
敏
民
校
訂
『
甲
子
夜
話
四
く
東
洋
文
庫
籾
∨
』

惚　
　
る
。
同
書
に
よ
る
と
、
松
浦
静
山
が
手
に
し
た
の
は
、
足
水
軒
蔵
の
兼
良
の
案
文
（
屋
代
弘
賢
華
刻
）
ら
し
い
。

（平
凡
社
‖
昭
5
3
・
7
）
に
よ
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「
三
合
」
と
は
、
「
陰
陽
道
で
い
う
厄
年
の
一
つ
。
暦
の
上
で
一
年
に
大
歳
・
太
陰
・
客
気
の
三
神
が
合
す
る
こ
と
。
こ
れ
を
大
凶
と

し
、
こ
の
年
は
天
災
、
兵
乱
な
ど
が
多
い
と
す
る
」
（
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
）
。
兼
良
は
、
真
名
消
息
と
和
歌
を
内
裏
に
奉
う
た
。

　
堀
　
文
明
十
一
年
四
月
二
十
六
日
崇
徳
院
法
楽
百
首

　
底
本

と
し
た
高
松
宮
本
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
紙
焼
本
に
よ
る
。
書
陵
部
に
も
一
本
〈
5
0
1
・
8
7
8
＞
蔵
さ
れ
る
。

　
人
数

は
、
次
の
通
り
。
公
武
僧
あ
ま
ね
く
詠
進
し
て
ゐ
る
。

　
　
義
尚
・
覚
恵
・
義
政
・
雅
康
・
兼
顕
・
為
広
・
基
綱
・
政
元
・
政
国
・
政
重
・
貞
宗
・
勝
益
・
政
行
・
桂
厚
・
通
秀
・
賢
盛
・
玄

　
　
就
・
元
為
・
長
恒
・
元
景
・
元
家
・
元
保
・
元
重
・
通
家
・
元
季
・
通
隆
・
範
光
・
成
孝
・
元
信
・
正
光
・
元
隆
・
氏
俊
・
元
親
・

　
　
長
盛
・
賢
明
・
賢
兼
・
賢
保
・
貞
秀
・
貞
光
・
経
孝
・
元
右
・
弥
四
郎
・
元
種
・
保
定
・
景
行
・
景
頼
・
長
広
・
定
阿

　
50
　
文
明
十
一
年
六
月
九
日
御
霊
社
法
楽
和
歌

　
本
法
楽
和
歌
の
〈

時
〉

に

関
し
て
は
、
記
録
に
よ
つ
て
若
干
の
ゆ
れ
が
見
ら
れ
る
。

　
『
史
料
綜
覧
』
『
大
日
本
史
料
』
等
は
、
『
親
長
卿
記
』
の
六
月
九
日
条
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
今
日
仰
云
、
飛
鳥
井
大
納
言
入
道
在
京
之
間
、
和
歌
有
御
張
行
、
可
有
御
法
楽
、
御
霊
、
御
人
数
可
書
立
云
々
、
於
御
前
予
書
之
、

　
　
各
可
相
催
之
由
有
仰
、
伏
見
殿
仁
和
寺
宮
等
、
以
使
者
進
御
題
了
、
其
外
以
廻
文
触
了

を

根
拠
に

「
九

日
」
と
す
る
が
、
『
類
聚
和
歌
』
『
基
綱
卿
詠
』
『
亜
椀
集
』
な
ど
は
「
三
日
」
に
作
る
。
中
院
通
秀
が
詠
進
し
た
の
は
十

八
日
に
な
つ
て
か
ら
で
あ
る
（
『
十
輪
院
内
府
記
』
）
。

　
な
ほ
、
『
大
日
本
史
料
』
は
『
親
長
卿
記
』
を
右
記
の
如
く
引
く
が
、
元
来
a
と
b
は
、
別
々
の
事
柄
だ
ら
う
。

　
人
数
は
公
家
歌
人
ば
か
り
だ
が
、
四
人
ほ
ど
女
房
歌
人
も
出
詠
し
て
ゐ
る
の
が
目
に
つ
く
。
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後
土
御
門

天
皇
・
勝
仁
親
王
・
邦
高
親
王
・
道
永
法
親
王
・
覚
恵
・
信
量
・
栄
雅
・
通
秀
・
為
富
・
教
秀
・
秀
春
・
雅
行
・
親
長
・

　
　
高
清
・
宗
綱
・
量
光
・
教
国
・
忠
富
・
実
隆
・
基
綱
・
為
広
・
宣
親
・
季
熈
・
俊
量
・
元
長
・
安
禅
寺
宮
・
真
乗
寺
宮
・
旧
院
上

　
　
蘭
・
勾
当
内
侍

　
51

　
文
明
十
二
年
八
月
十
四
日
文
明
年
中
応
製
詩
歌

　
書
名
は

続
類
従
本
に
よ
る
。
『
文
明
易
然
集
』
（
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
山
岸
徳
平
氏
執
筆
）
も
同
本
で
あ
る
。

　
八
月
十
四
日
、
僧
塁
直
蘭
披
に
勅
題
を
賜
ひ
、
五
山
僧
徒
に
先
哲
・
名
勝
の
詩
を
詠
進
せ
し
め
た
（
『
実
隆
公
記
』
）
。
今
そ
の
詩
題
を
掲

げ
る
と
、

　
　
天
橋
立
・
芳
野
・
竜
田
河
・
比
叡
山
・
難
波
津
・
須
磨
浦
・
住
吉
浦
・
富
士
山
・
神
泉
苑
・
白
河
関
・
御
裳
濯
河
・
長
谷
寺
・
武
蔵

　
　
野
・
広
沢
池
・
志
賀
都
・
春
日
社

　
　
醍
醐

帝
・
菅
家
・
聖
徳
太
子
・
小
野
宮
大
臣
・
行
基
・
弘
法
大
師
・
利
仁
将
軍
・
金
岡
・
俊
綱
朝
臣
・
晴
明
・
道
風
・
成
通
・
人

　
　
丸
・
衣
通
姫

つ
づ
い

て
同
二
十
四
日
、
漢
土
の
人
物
・
名
勝
の
勅
題
を
公
家
に
賜
は
つ
た
。
兼
良
は
二
十
六
日
に
題
を
知
ら
さ
れ
た
（
『
実
隆
公
記
』
）
。

歌
人
と
題
は
次
の
通
り
。

　
　
後
土
御
門

天
皇

（孔
子
．
薄
陽
江
）
　
一
条
兼
良
（
唐
尭
・
羅
浮
山
）
　
転
法
輪
三
条
実
量
（
善
導
大
師
・
五
湖
）
　
大
炊
御
門
信
量
（
褒
姐
．

　
　
清
浜
）
　
飛
鳥
井
雅
親
（
李
太
白
・
昆
明
池
）
　
中
院
通
秀
（
達
磨
大
師
・
華
表
）
　
勧
修
寺
教
秀
（
陶
淵
明
・
盧
山
漂
）
　
海
住
山
高
清
（
郭

　
　
煕
．
函
谷
関
）
　
甘
露
寺
親
長
（
伯
牙
・
黄
河
）
　
飛
鳥
井
雅
康
（
張
良
・
湘
江
）
　
三
条
西
実
隆
（
孫
思
遡
・
商
山
）
　
冷
泉
政
為
（
列
子
・

　
　
巫
陽
台
）
　
姉
小
路
基
綱
（
原
憲
・
天
津
橋
）

こ
の
後
、
詩
題
が
十
追
加
さ
れ
た
が
、
年
時
は
未
詳
（
続
類
従
）
。
続
類
従
本
は
、
題
の
み
で
詩
を
闘
く
が
、
内
閣
本
「
文
明
詩
歌
」
〈
特
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6
1
・
3
4
＞
等
は
、
本
文
を
有
す
る
。

　
翌
十
三
年
三
月
二
十
四
日
、
歌
題
が
追
加
さ
れ
、
近
衛
政
家
・
久
我
通
博
・
西
園
寺
実
遠
・
冷
泉
為
広
・
滋
野
井
教
国
ら
が
、

加
は

つ
た

（『
実
隆
公
記
』
）
。
政
家
は
五
月
十
五
日
に
詠
進
し
て
ゐ
る
（
『
後
法
興
院
記
』
）
。

　
本
書
の
伝
本
は
比
較
的
多
く
存
し
て
ゐ
る
。

〔文
明
易
然
集
〕

　
①
東
京
大
学
総
合

図
書
館
南
葵
文
庫
旧
蔵
本
〈
E
3
1
・
6
6
4
＞
　
享
保
1
7
年
速
水
房
常
写
。

　
②
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
本

　
③
宮
城
県
立
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
本
　
『
文
明
詩
歌
合
』
と
合
綴
。

　
④
伊
達
開
拓
記
念
館
蔵
本

〔文
明
年
中
応
製
詩
歌
〕

　
⑤
内
閣
文
庫
蔵
『
摂
津
徴
』
〈
2
1
8
・
3
8
＞
第
一
二
九
冊
所
収
「
文
明
年
申
応
製
詩
」
本
　
漢
詩
の
み
の
抄
出
。

　
⑥
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵

「
禅
林
応
製
詩
井
和
歌
」
本

　
⑦
続
群
書
類
従
所
収
本
　
底
本
に
用
ゐ
た
。

〔文
明
名
所
人
名
詩
歌
〕

⑧

内
閣
文
庫
蔵
本
〈
2
0
1
・
1
4
5
＞
　
江
戸
初
期
写
。

〔文
明
御
屏
風
詩
歌
（
合
）
〕

⑨

内
閣
文
庫
蔵
本
〈
特
6
1
・
3
4
＞
　
江
戸
初
期
写
。

　
⑩

島
原
公
民
館
松
平
文
庫
蔵
A
本
〈
1
5
0
・
3
7
＞

　
⑪

島
原
公
民
館
松
平
文
庫
蔵
B
本
〈
1
5
0
・
3
8
＞

作
者
に
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⑫
神
宮
文
庫
蔵
本
く

3
・
2
1
V
　
『
春
日
社
法
楽
五
十
首
和
漢
』
『
文
明
詩
歌
合
』
と
合
綴
。
江
戸
初
期
写
。

　
⑬
高

知
県
立
図
書
館
山
内
文
庫
蔵
本
く
ヤ
9
2
1
・
4
6
・
1
∨

〔文
明
短
冊
〕

　
⑭
元
禄
1
7
年
刊
『
文
安
詩
歌
合
』
下
冊
附
載
本
　
和
歌
の
み
抄
出
。

〔詩
歌
〕

　
⑮
宮

内
庁
書
陵
部
本
〈
5
0
1
・
3
6
7
＞
　
江
戸
初
期
写
。

〔そ
の
他
〕

　
⑯
宮

内
庁
書
陵
部
蔵
『
類
聚
和
歌
』
〈
1
5
4
・
1
V
所
収
本

　
筆
者
の
知
り
え
た
伝
本
の
み
掲
げ
た
が
、
博
捜
す
れ
ば
ま
だ
相
当
数
の
伝
本
が
あ
ら
う
。
以
上
は
一
見
し
た
だ
け
の
も
の
も
あ
り
、
本

文
を
精
査
し
了
へ
た
と
い
ふ
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
注
目
す
べ
き
伝
本
と
そ
の
性
格
に
つ
い
て
、
簡
単
に
述
べ
て
置
く
。

　
⑨
⑫
⑮

は
、
追
加
さ
れ
た
十
首
の
漢
詩
を
有
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
②
は
、
追
加
さ
れ
た
政
家
ら
の
和
歌
を
含
ま
な
い
。
と
す
る

と
、
前
者
は
〈
最
終
形
態
〉
、
後
者
は
〈
初
源
形
態
〉
と
考
へ
ら
れ
さ
う
で
あ
る
。

　
兼
良
の
和
歌
に
つ
い
て
は
、
さ
し
た
る
異
文
も
存
し
な
い
の
で
、
流
布
本
た
る
⑦
を
底
本
に
用
ゐ
た
。

52
　
文
明
十
二
年
九
月
十
九
日
細
川
道
賢
十
三
回
忌
品
経
歌

『
品
経
和
歌
』
、
内
閣
文
庫
蔵
『
摂
津
徴
』
、
国
会
図
書
館
蔵
『
書
記
群
類
』
に
詠
草
が
収
め
ら
れ
る
。

細

川
政
国
の
勧
進
で
、
九
月
十
九
日
披
講
。
例
に
よ
つ
て
、
公
武
僧
の
歌
人
が
広
く
詠
進
し
て
ゐ
る
。
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3
　
　
4
　
　
5

　
5
　
　
　
只
）
　
　
5

　
底
本
に

つ
い
て

は
、
9
の
解
説
参
照
。

　
56

　
年
時
未
詳
・
禁
裏
五
十
首
御
う
た

　
底
本
に

つ
い

て
は
、
3
7
の
解
説
参
照
。

　
出
詠
歌
人
は
、
御
製
・
仙
洞
・
室
町
殿
・
親
王
御
方
・
兼
良
・
持
通
・
持
為
・
雅
親
・
義
運
・
雅
永
・
尭
孝
・
実
量
ら
。
年
時
未
詳
な

が

ら
、
歌
人
の
顔
ぶ
れ
や
、
こ
の
前
後
に
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
歌
会
詠
草
が
文
安
期
の
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
考
へ
て
、
文
安
～
宝
徳
期

の
成
立
と
思
は
れ
る
。

　
57
　
年
時
未
詳
・
『
又
片
方
』
所
収
歌

　
本
書
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
成
立
・
編
者
で
分
る
こ
と
は
は
な
は
だ
少
な
い
。
伝
本
は
、
次
の
二
本
を

知
り
え
た
。

　
①
宮

内
庁
書
陵
部
蔵
『
歌
仙
類
聚
』
〈
5
0
1
・
5
3
0
V
所
収
本

　
②
北
海
学
園
大
学
附
属
図
書
館
北
駕
文
庫
蔵
『
武
家
百
人
一
首
』
〈
文
・
5
3
6
＞
所
収
本
　
底
本
に
用
ゐ
た
。

①
は
、
『
図
書
寮
典
籍
解
題
　
続
文
学
篇
』
（
養
徳
社
H
昭
2
5
・
3
）
に
、
次
の
如
く
解
説
さ
れ
て
ゐ
る
。

　
　
Q
又
片
方
（
続
六
歌
仙
）
〈
後
成
恩
寺
入
道
前
関
白
太
政
大
臣
鎌
　
権
大
僧
都
尭
孝
　
権
中
納
言
雅
康
　
前
大
納
言
為
広
　
権
中
納

　
　
言
基
綱
　
宗
舐
法
師
〉
（
略
）
書
名
の
「
又
片
方
」
か
ら
推
す
と
、
左
右
六
歌
仙
各
一
首
づ
s
、
十
二
人
十
二
首
を
番
は
せ
た
も
の

　
　
か
。



官
位
か
ら
見
て
、
成
立
は
十
六
世
紀
ま
で
下
る
か
。

58
　
年
時
未
詳
・
『
叢
塵
集
』
所
収
歌

　
本
書
は
、
曼
殊
院
に
蔵
さ
れ
る
良
恕
法
親
王
二
五
七
四
i
一
六
四
三
）
の
聞
書
七
冊
の
内
の
一
で
あ
る
。
越
智
美
登
子
氏
「
良
恕
聞
書

の

世
界
」
（
『
国
語
国
文
』
昭
5
3
・
1
）
で
初
め
て
紹
介
さ
れ
、
同
氏
の
解
説
で
、
『
叢
塵
集
曼
殊
院
蔵
〈
京
都
大
学
国
語
国
文
叢
書
十
一
〉
』

（臨
川

書
店
‖
昭
5
3
・
1
2
）
と
し
て
影
印
・
翻
刻
さ
れ
た
。
小
著
で
は
、
後
者
の
影
印
に
よ
つ
た
。
書
誌
は
、
同
氏
の
解
説
に
よ
ら
れ
た
い
。

　
な

ほ
、
前
者
の
紹
介
に
よ
る
と
、
聞
書
の
一
で
あ
る
『
聴
記
集
』
（
前
掲
叢
書
の
一
と
し
て
公
刊
予
定
の
由
）
に
も
、
兼
良
の
歌
が
一
首
収

め

ら
れ
て
ゐ
る
ら
し
い
が
、
閲
覧
の
機
会
を
得
な
い
。

59
　
年
時
未
詳
・
『
八
景
和
歌
』
所
収
歌

　
稲
田

利
徳
氏

『
正
徹
の
研
究
』
（
笠
間
書
院
‖
昭
5
3
．
3
）
鵬
～
鰯
頁
に
、
こ
の
兼
良
詠
を
含
む
「
瀟
湘
八
景
歌
」
が
翻
刻
・
考
証
さ
れ
て

ゐ
る
。
作
者
は
、
兼
良
・
雅
親
・
正
徹
・
賢
良
・
持
為
・
道
賢
・
莞
孝
・
正
広
。
こ
の
「
瀟
湘
八
景
歌
」
を
収
め
る
も
の
に
、
底
本
の
福

井
県
立

図
書
館
松
平
文
庫
蔵
『
集
書
』
〈
M
9
1
1
・
2
5
＞
の
他
に
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
待
需
抄
』
〈
2
6
6
・
4
＞
、
同
『
歌
書

集
成
』
〈
1
5
5
・
1
0
9
V
、
国
会
図
書
館
蔵
『
八
景
類
従
』
〈
わ
9
1
9
・
8
V
な
ど
が
あ
る
（
稲
田
氏
前
掲
書
に
よ
る
）
。

　
　
　
60

A
　
懐
紙

説　
　
　
橋
本
不
美
男
氏
の
解
説
を
引
く
こ
と
に
す
る
。

解

　
　
　
こ
の
「
二
首
懐
紙
」
は
変
形
の
標
色
楮
紙
、
縦
二
四
・
二
糎
横
四
七
・
一
糎
。

擁
　
　
　
九

日
辞
関
白
以
後
、
文
明
五
年
六
月
二
十
五
日
出
家
の
間
の
詠
で
あ
ろ
う
。

従
一
位
と
位
署
の
み
あ
る
の
で
、
文
明
二
年
七
月
十
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60

B
　
懐
紙

永
島
氏
の
解
説
に
よ
る
と
、

の
由
。61

A
　
短
冊

大
阪
市
生
形
貴
一
氏
蔵
。
和
歌
三
神
勧
請
三
幅
対
の
一
、
柿
本
・
玉
津
嶋
神
の
二
幅
は
現
存
か
否
か
不
明

　

こ
の
短
冊
は
、
井
上
通
泰
の
蔵
書
志
で
あ
る
『
南
天
荘
墨
宝
』
（
春
陽
堂
1
1
昭
5
・
2
）
に
も
、
写
真
版
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
て
ゐ
る
。

そ
の
解
説
を
引
く
。

　
　
縦
一
尺
九
分
、
横
一
尺
六
分
の
白
短
冊
で
あ
る
。
八
ッ
尾
花
の
花
字
を
両
行
の
中
央
に
書
い
て
落
款
に
代
へ
て
あ
る
。
花
は
一
条
禅

　
　
閤
兼
良
の
連
歌
名
で
あ
る
。
（
略
）
此
人
の
短
冊
は
少
く
と
も
坊
間
に
は
極
め
て
乏
し
い
。
甲
子
夜
話
（
9
）
に
後
西
院
天
皇
の
御
時

　
　
短
冊
帖
を
作
ら
し
め
た
ま
ひ
し
に
兼
良
の
子
関
白
冬
良
の
短
冊
だ
け
御
手
に
入
ら
な
か
つ
た
の
を
古
筆
某
が
浪
華
人
の
所
有
せ
る
を

　
　
乞
受
け
て
奉
つ
た
と
い
ふ
事
が
出
て
居
る
が
今
日
で
は
兼
良
の
短
冊
の
方
が
寧
冬
良
の
よ
り
獲
が
た
く
は
あ
る
ま
い
か
。
た
と
へ
ば

　
　
余
は
近
年
冬
良
の
短
冊
は
二
葉
ま
で
見
た
が
兼
良
の
は
此
短
冊
の
外
に
は
見
な
か
つ
た
。
又
昨
年
中
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
で
弊
蔵

　
　
の

兼
良
筆
伊
勢
物
語
を

複
製
す

る
の
で
其
口
絵
と
す
べ
く
諸
家
に
就
い
て
兼
良
の
短
冊
（
兼
良
と
款
せ
る
も
の
）
を
蔵
せ
ら
る
s
か
と

　
　
聞
か
し
め
た
が
唯
一
葉
偽
物
が
出
て
来
た
だ
け
で
あ
つ
た
。

兼
良
の
連
歌
名
が
「
花
」
か
否
か
は
、
判
断
す
る
材
料
を
持
た
な
い
（
『
読
史
備
要
』
の
「
名
字
索
引
○
一
字
名
」
に
は
、
確
か
に
「
花
一
条
兼

良
」
と
見
え
る
）
が
、
「
桃
」
は
用
ゐ
た
や
う
で
あ
る
（
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
八
年
五
月
十
六
日
条
）
。
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61

B
　
短
冊

『
大

日
本
史
料
八
の
十
三
』
に
よ
る
と
、
山
城
妙
心
寺
塔
頭
桂
春
院
所
蔵
の
由
。

61

C
　
短
冊

　
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
（
兼
良
の
項
）
に
も
掲
出
さ
れ
て
ゐ
る
が
、

年
正
月
十
八
日
禁
裏
月
次
歌
会
の
折
の
詠
（
　
　
9
↑
り
0
　
　
1
）
で
あ
る
。

61

D
　
短
冊

橋
本
不
美
男
氏
蔵
写
真
版
と
照
合
し
た
。
こ
の
和
歌
は
、
1
3
宝
徳
二

『
短
冊
手
鑑
〈

日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
1
6
＞
』
（
貴
重
本
刊
行
会
1
1
昭
5
3
・
1
）
に
よ
る
。

61

E
　
短
冊

現
蔵
者
不
明
。
解
説
を
引
い
て
置
く
。

　
く
も
が
み

　
雲
紙
に
書
か
れ
た
こ
の
短
冊
に
は
「
兼
良
」
の
署
名
が
あ
る
の
で
、
文
明
五
年
く
一
四
七
三
∨
、
七
十
二
歳
で
出
家
す
る
以
前
に
書

　
か
れ
た

も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
と
は
い
う
も
の
の
、
そ
の
線
質
に
は
老
年
期
の
特
徴
が
あ
ら
わ
で
あ
る
。
彼
の
書
は
、
江
戸
時
代
に

　
編
ま
れ
た
書
流
系
譜
で
は
、
勅
筆
流
（
後
円
融
院
を
祖
と
す
る
）
に
分
類
さ
れ
る
。
文
字
の
構
え
に
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
は
感
じ
ら
れ

　
な
い
が
、
ね
ば
り
気
の
あ
る
線
で
一
字
一
字
気
を
抜
か
ず
に
書
き
進
め
る
と
こ
ろ
に
、
彼
の
学
者
と
し
て
の
一
面
を
見
る
思
い
が
す

　
る
。
（
棚
頁
）



182

　
61

F
　
短
冊

　
現
蔵
者
不
明
。
「
兼
良
」
と
署
名
す
る
の
で
出
家
以
前
の
詠
で
あ
る
。

　
61

G
　
短
冊

　
い

ま
だ
底
本
以
外
の
伝
本
の
所
在
を
聞
か
な
い
。
下
限
は
、
後
花
園
院
の
崩
御
し
た
文
明
二
年
。

　
存
疑
－

　
福
井
氏
の
解
説
を
引
い
て
置
く
。

　
　
畏
友
高
野
辰
之
博
士
は

公
の
真
筆

と
伝
ふ
る
冬
十
五
首
の
横
物
の
大
幅
を
蔵
し
て
ゐ
ら
れ
る
。
初
冬
か
ら
時
雨
・
落
葉
・
霜
・
寒

　
　
藍
・
冬
月
・
氷
・
千
鳥
・
水
鳥
・
網
代
・
嶺
雪
・
庭
雪
・
鷹
狩
・
炭
竃
・
炉
・
歳
暮
に
至
る
も
の
で
、
百
首
詠
の
断
篇
と
思
は
れ

　
　
る
。
初
冬
の
歌
は
（
略
）
歳
暮
の
歌
は
（
略
）
の
や
う
で
あ
る
。

存
否
は

分
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
断
簡
は
、
福
井
氏
の
述
べ
ら
れ
る
如
く
、
百
首
歌
の
一
部
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
兼
良
の
現
存
す
る
百
首
歌
は
、

『
永
享
百
首
』
『
南
都
百
首
』
の
二
の
み
で
あ
る
が
、
散
扶
し
た
（
？
）
も
の
と
し
て
、
な
ほ
二
を
加
へ
う
る
。

　
　
　
　
（
新
力
）

　
A
故
禅
閤
功
題
百
首
等
撰
出
之
、
付
昏
（
『
十
輪
院
内
府
記
』
文
明
十
五
年
七
月
二
十
六
日
条
）

　
B
資
直
来
、
尺
阿
九
十
賀
日
記
、
口
成
恩
寺
詠
草
等
持
来
之
、
彼
詠
草
寛
正
撰
寄
百
首
在
之
、
肋
可
写
留
之
間
借
請
者
也
（
『
実
隆
公

　
　
記
』
永
正
八
年
六
月
十
六
日
条
）

B
は
所
謂
〈
文
正
百
首
〉
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
〈
文
正
百
首
〉
の
人
数
は
、
従
来
、
雅
親
（
『
亜
椀
集
』
二
・
房
嗣
（
『
後
法
興
院
記
』
）
・
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尊
応

（『
先
代
御
便
覧
』
二
十
八
）
・
基
綱
（
『
卑
懐
集
』
）
・
後
花
園
院
（
『
御
集
』
）
・
後
土
御
門
院
（
『
紅
塵
灰
集
』
）
・
貞
常
親
王
（
尊
経
閣
文
庫
蔵

『
仙
洞
御
百
首
』
、
彰
考
館
蔵
『
貞
常
親
王
百
首
』
）
・
旧
院
上
脂
局
（
『
再
昌
草
』
三
）
ら
が
知
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
に
兼
良
を
加
へ
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
伝
兼
良
筆
の
大
幅
は
、
あ
る
い
は
B
、
即
ち
く
文
正
百
首
V
の
零
本
か
も
し
れ
な
い
。
今
、
『
亜
椀
集
』
に
よ
つ
て
冬
の

歌
題
を
示
す
と
、
次
の
や
う
に
な
る
。

　
　
初
冬
・
時
雨
・
落
葉
・
霜
・
寒
竃
・
冬
月
・
氷
・
千
鳥
・
水
鳥
・
綱
代
・
嶺
雪
・
庭
雪
・
鷹
狩
・
炭
竃
煙
・
歳
暮

相
違
は
、
ω
炉
の
有
無
②
炭
竃
↑
↓
炭
竃
煙
の
二
点
で
あ
る
。
　
②
は
い
つ
れ
か
の
誤
写
と
も
考
へ
ら
れ
よ
う
が
、
ω
は
少
々
厄
介
で
あ

る
。
歌
題
が
後
に
し
ぼ
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
や
う
に
歌
題
が
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
の

は
、
注
目
し
て
よ
か
ら
う
。

　
な
ほ
、

　
　
七

日
、
午
后
清
三
位
（
1
1
清
原
業
忠
）
来
尋
、
因
日
、
前
日
見
逐
梅
花
百
詠
之
和
一
巻
、
此
巻
乃
一
条
相
公
作
也
く
『
臥
雲
日
件
抜
尤
』

　
　
寛
正
四
年
五
月
四
日
条
）

の

「
梅
花
百
詠
」
を
、
大
日
本
古
記
録
は
、
一
条
相
公
‖
兼
良
作
と
す
る
が
、
い
か
が
。
寛
正
四
年
時
の
兼
良
と
教
房
の
官
位
は
、
次
の

や
う
に
な
つ
て
ゐ
る
。

　
　
揃
太
蹴
従
一
位
　
兼
良
味
＋
　
前
関
白
。
准
三
宮
。

　
　
嗣
左
大
従
一
位
　
教
房
咽
＋
　
前
関
白
（
四
月
止
之
）
。

兼
良
な

ら
ば
、
〈
准
后
〉
と
で
も
あ
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
一
応
教
房
と
考
へ
て
置
く
。
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存
疑
H

　
従
来
、
『
応
仁
記
』
『
応
仁
別
記
』
（
い
つ
れ
も
類
従
本
の
書
名
）
の
二
書
は
、
無
批
判
に
引
用
さ
れ
て
来
た
が
、
松
林
靖
明
氏
（
「
応
仁
記
試

稿
－
類
従
本
の
成
立
と
性
格
を
中
心
に
ー
」
〈
『
古
典
遺
産
』
第
2
0
号
‖
昭
4
4
・
1
2
＞
「
応
仁
の
乱
と
軍
記
ー
応
仁
別
記
の
場
合
ー
ー
・
」
〈
『
軍
記

と
語
り
物
』
第
1
1
号
1
1
昭
4
9
・
1
0
V
）
、
和
田
英
道
氏
（
「
応
仁
の
乱
関
係
軍
記
書
誌
目
録
稿
」
〈
『
跡
見
学
園
女
子
大
学
国
文
学
科
報
』
第
5
号
1
1
昭
5
2
・

3
V
『
応
仁
記
・
応
仁
別
記
〔
古
典
文
庫
捌
〕
』
〈
昭
5
3
．
6
V
）
ら
の
研
究
に
よ
つ
て
、
そ
の
成
立
過
程
が
か
な
り
判
明
し
て
き
た
。
今
、
和
田

氏
の
術
語
に

よ
つ
て
示
す
。

　
　
一
巻
本
『
応
仁
記
』
1
〈
『
野
馬
台
詩
』
削
除
？
＞
1
二
巻
本
『
応
仁
記
』
ー
ー
三
巻
本
『
応
仁
記
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
応
仁
別
記
』

　
本
文
篇
に

掲
げ
た
文
章
は
、
『
応
仁
別
記
』
に
の
み
本
来
は
収
め
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。
底
本
と
し
て
は
、
古
典
文
庫
本
に
翻
刻

さ
れ
て
ゐ
る
、
内
閣
文
庫
蔵
本
〈
1
6
7
・
1
2
0
＞
を
用
ゐ
た
。

参

考
1

　
こ
の
手
鑑
は
、
『
大
東
急
記
念
文
庫
書
目

の
も
の
で
は
な
い
や
う
だ
。

第
二
』
に
掲
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
未
見
、
写
真
版
に
よ
る
。
筆
跡
は
、
ど
う
も
兼
良

〔追
補
〕

　
脱
稿
後
、
兼
良
自
筆
「
十
首
和
歌
」
が
静
嘉
堂
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
知
り
え
た
。

4
）
に
写
真
版
・
釈
文
・
解
説
が
掲
載
さ
れ
て
ゐ
る
。
先
解
説
を
抄
す
る
と
、

同
文
庫
発
行
『
日
本
の
書
跡
』
（
昭
5
7
、



説185解

　
　
76
　
一
条
兼
良
十
首
和
歌
　
一
幅
　
　
　
　
　
室
町
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
九
三

ニ
ニ
㎝
　
横
三
八
・
六
㎝

　
　
　
ほ

の

ぼ
の

と
あ
か
し
の
浦
の
あ
さ
ぎ
り
に

　
　
　
　
　
　
し
ま
が
く
れ
ゆ
く
舟
を
し
そ
お
も
ふ

　
　
古
今
集
巻
九
の
覇
旅
歌
で
あ
る
が
、
柿
本
人
麿
の
作
歌
と
し
て
人
口
に
檜
灸
し
て
い
る
。
こ
れ
を
、
「
取
二
此
一
首
　
沓
冠
之
字
¶

　
　
書
二
愚
老
所
レ
詠
瓦
礫
於
其
下
「
依
二
或
人
所
望
一
也
」
と
記
す
よ
う
に
、
毎
句
の
首
と
尾
に
一
字
ず
つ
詠
み
こ
ん
で
十
首
と
し
た
も
の

　
　
で
あ
る
。
（
後
略
）

と
あ
る
。
奥
に
「
文
明
九
年
閏
正
月
南
華
野
人
（
印
）
」
と
識
語
が
記
さ
れ
る
。
こ
の
印
章
は
、
岩
崎
小
弥
太
氏
蔵
「
周
文
筆
蜀
山
図
」
賛

に

押

さ
れ
て
ゐ
る
鼎
形
の
も
の
（
印
文
‖
易
相
）
と
同
じ
か
と
思
は
れ
る
。
文
明
九
年
閏
正
月
、
兼
良
は
南
都
に
疎
開
し
て
ゐ
た
。
し
か

し
、
基
本
資
料
で
あ
る
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
が
正
月
か
ら
三
月
の
記
事
を
闘
く
の
で
、
ほ
と
ん
ど
動
静
が
分
ら
ず
、
こ
の
懐
紙
は
そ

の

意
味
で
貴
重
で
あ
る
。
十
首
は
次
の
如
し
。

　
　
ほ

か
の

ち
り
て
後
に
さ
け
と
は
山
か
け
の
桜
】
木
に
た
れ
お
し
へ
け
む

　
　
と
の
も
り
の
あ
さ
き
よ
め
せ
ぬ
庭
を
た
に
払
て
け
り
な
は
る
の
ゆ
ふ
か
せ

　
　
置
屋
か
た

南
の
か
せ
の
よ
る
く
は
う
き
ね
の
ゆ
め
も
見
る
ほ
と
そ
な
き

　
　
野
も
山
も
さ
み
た
れ
に
な
る
世
の
中
は
な
に
の
草
木
も
し
ほ
れ
さ
る
へ
き

　
　
秋
風
や

ま
た
し
の
＼
あ
に
た
つ
た
や
ま
ゆ
ふ
つ
け
と
り
の
こ
ゑ
の
す
s
し
き

　
　
庭
の
雪
を
ふ
み
わ
け
て
こ
そ
と
は
さ
ら
め
け
さ
水
く
き
の
あ
と
た
に
も
な
し

　
　
敷
し
ま
の
道
は
ひ
さ
か
た
あ
ら
か
ね
の
神
の
御
代
よ
り
君
か
代
ま
て
に

　
　
く
れ
な
ゐ
の
い
の
り
の
し
る
し
き
え
ぬ
と
も
お
も
ひ
つ
け
て
し
色
は
わ
す
れ
し
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ふ

し
の
ね
の
は
た
ち
は
か
り
を
か
さ
ぬ
と
も
思
は
な
を
や
う
へ
に
き
え
な
む

ふ

る
さ
と
の
空
や
は
か
は
る
お
も
ひ
出
よ
あ
つ
ま
の
か
た
に
あ
り
あ
け
の
月


